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山口県油谷湾付近の第 一一
一

系

岡本和夫・今村外治

　　　Tertiary　Formations　in　the　Environs　of　Yuya－wan，　Yamaguchi　Prefecture

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kazuo　OKAMoTo　and　Sotoj　i　IMAMuRA

Abstract　：　The　Cenozoic　formations　developed　in　the‘‘Yuya－wan　area，’，　Yamaguchi　Prefecture

are　subdivided　as　shown　in　the　following　table．

　In　this　article　the　writers　gave　the　description　of　the　Tertiary　stratigraphy　and　structure　in　the　area，

and　t・i・d　t・m・k・・he　c…elati・n・m・hg・th・T・・ti・・y　f。。m。・i。n，　i。・hi、　area，，h。　N。，・h　Ky。、h。，

and　the　San－in　district　with　one　another．
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　　　　　　　ゆや
　山口県北西部油谷湾付近に第三系が分布することは古くから知られており，第三系に挾ま

れる石灰岩中の藻類化石から，その時代は中新世とされ，長くそのように考えられていた。

　たまたま長谷　晃の予察的調査により同地域第三系から芦屋動物群に属する貝類化石の産

出することが知られたので，筆者の1人今村は中国地方第三系の研究の一部として，1950年

和田　健の協力を得て同地域第三系の研究に着手し，1956年以降岡本が参加し，1959年には

小野川博が協力して，その研究は今日におよんだ。

　一方では今村を中心とした広島大学研究者により山陰および瀬戸内地域新第三系の概要が

明らかにされ，他方では地質調査所および九州大学などの研究者による九州北～北西部炭田

地域第三系の研究は著しく進展した。さらにこの間本邦古・新第三系の境界問題について小

型有孔虫，貝類および植物化石などの立場から多くの研究・討論がなされた。

　本地域第三系は，位置的には山陰・瀬戸内第三系と北部九州（西海区）第三系，あるいは

広く対馬・南朝鮮第三系とのbridgeの役割を果すとも考えられ，また時代的にはcc漸新世”

からぐ沖新世”への移過期の地層群があり，古第三紀と考えられる火山活動が認められるな

ど多くの問題を含んでいる。七たがってこのような観点から今村・岡本は引き続いて本地域

第三系の研究に従事してきたのであるが，今回はこれら諸問題解決の基礎となる岩相層序を

中心として，これまでに得られた本地域第三系のあらましを述べ，多くの方々の御批判・御

教示を賜りたい。　　　　　　・

　研究史　山口県油谷湾周辺の大津郡および豊浦郡に第三系が分布し，貝類化石を産するこ

とは古く東条平次郎（1891）および20万分之1角島図幅（1903）・山口図幅（1909）によって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかつぐ　　しらいし
知られていた。その後小倉　勉〔0！r．〕（1918a・b，1919）の調査によって，旧向津具村白石

海岸の石灰岩中にLt’thothαmniunz　ramosissiunz　Reussを産出すると報告されたことにより，

本地域第三系の時代は中新世と考えられるようになった。ほぼ時を同じくして矢部長克

（1920）も本邦の高等有孔虫殻を含む第三紀岩を検討した際同石灰岩について報告している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひおき　ぎわど
さらにその後須藤俊男（1942）は大津郡日置村黄波戸の砂鉄層を研究した折，同地に芦屋動

物醐嘱する4dlα瞬φ‘体YaLαs勿α㎝蜘図㎝σ6㎝r伽8初ゐ吻p醐oαおよ斐Pg晦cεs

（Euspiγα）αS1脚α（戚Sが産出することを報告したが，この事実は第二次世界大戦中であった
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ためか，人々にあまり注意されなかったようである。

　戦後1950年以来筆者らは研究を続けて今日におよんだが，この間和田，今村，長谷，岡本

〔Okamoto〕およびNAKANo（1951～1963）によってそれぞれ研究の一端が報告された。

　筆者らが採集したいわゆるLt’thothanzntum石灰岩に含まれる藻類化石はIsHIJiMA，　W．（1954，

1962）によって再検討され，別途報告されている。筆者らとは別に松本達郎（1951），鈴木倉

次・他（1951），小松　彊（1956），竹田英夫・他（1959），高橋英太郎（1953～1962），およ

び高橋　清〔TAKAHAsHr，　K〕（1962b，1963　a・b）の研究・調査報告，山口県地質図（1954），

AsAMI，　E．（1954），および浅海英三・他　（1954）の地球物理学的研究があり，高橋英太郎

（1959b）およびTANAI，　T．（1961）は今村・和田（1956），今村・遠藤・岡本（1958）およ

び今村（1958）の報告した野田・大坊化石植物群の時代論を述べており，また倉沢　一・高

橋　清（1960）および応地善雄〔OJI，　Y．〕（1961　a・b）は西山陰～北九州地域新生代火山岩類

の岩石学的研究の立場から本地域の第三紀玄武岩・安山岩類の検討をしている。なお1955年

度の九州大学進級論文として当地域付近の地質調査が行なわれている。しかしこれら諸研究

・ 報告の第三系層序は筆者らのこれまでの報告を基礎としているものが多い。．

　最近関門地域における大陸棚の地質調査・研究が地質調査所により開始されたが，その一

部として本地域第三系も新たに検討されつつある。

　謝辞　この研究を行なうに当って，まず野外調査に大いに協力された和田　健・小野川博

の両氏に感謝する。化石を鑑定して下さった遠藤誠道博士，秋田大学藤岡一男教授，東北大

学半沢正四郎名誉教授・増田孝一郎博士，地質調査所水野篤行博士，名古屋大学森下　晶博

士，立教大学石島　渉教授，火山岩類について御教示下さった福岡学芸大学応地善雄博士，

地質調査所倉沢　一技官，広島大学吉田博直博士・吉野言生博士・添田　晶博士・濡木輝一

博士，有益なる御意見を与えられた九州大学松下久道教授，山口大学高橋英太郎教授，地質

調査所河合正虎博士，広島大学楠見　久教授，長谷　晃博士，多井義郎博士，中野光雄博士，

および元広島大学助教授迎三千寿博士，また本地域について新たに得られた資料の一部の使

用を許され，討論して下さった地質調査所井上英二技官に厚くお礼申し上げる。野外調査に

際して御協力戴き，御便宜を与えられた油谷町役場，同町教育長多記三三雄氏，同町上村清

子・栄作両氏，村川　薫氏，藤永近一氏，日置村役場，同村故弘石スミ氏，および山口大学

文理学部三上貴彦氏他多くの方々に深く感謝の意を表する。なお研究に要した費用の一部は

文部省科学研究費によった。

　　　　　　　　　　　皿．油谷湾付近新生界の概要

　　　　　　　　　　ながと
　山口県油谷湾周辺の長門市西部，大津郡日置村および油谷町では（以下第2図版参照）ほ

ぼEW方向の長門市開作と油谷町貝川を結ぷ線（開作および十楽一則ll断層）以北の地域，
　　　　　　ほうほく　つのしま
および豊浦郡豊北町角島・神田地域に新生界が分布している。ここで報告するのは長門市西

部，日置村および油谷町に分布する新生界と，すでに岡本（1961b）が報告した角島に分布

する新生界を総括したものであり，その層序とおもな岩相・化石を第1表に示した。豊北町

神田地域（和田・今村，1952）には日置層群の一部および撮概石粗面立武岩などが分布して

いるが，同地域全般にわたる野外調査を終了していないので，本報告では扱わない。’
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第1表　山口県油谷湾付近新生界層序表
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皿．基　　盤　　岩　　類

　本地域第三系の基盤岩類は関門層群（下関亜層群），八幡層および流紋岩・石英斑岩（長谷

〔HAsE〕，1958，1962）などであり，開作および十楽一貝川断層以南の地域，および本地域北東

～東部に分布している。

　　　　　　　　　　　　A．　関　門　層　群（下関亜層群）　　　　・　　　　　　　．

　　　　ハおう
　油谷町津黄から，同町松尾，日置村北山北部，黄波戸口，黄波戸を経て長門市境川にかけ

て分布する。黄波戸口から境川に分布するものは下関亜層群に比較されると考える。岩相は，

下位は変質（角閃石？）安山岩およびその火山角礫岩などからなり，上位は変質流紋石英安山『

岩およびその凝灰岩などからなる。凝灰岩の山部は熔結凝灰岩である。前者は黄波戸口から

黄波戸北西部のほぼ山陰線以北の地域に，後者はその南西側地域に分布し，両者は漸移的で
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ある。それらの走向・傾斜はNW～NNW・20～40°Wである。黄波戸駅からほぼ西方約

650mの地点で，変質流紋石英安山岩の凝灰岩は層厚25～35mの黒色頁岩層を挾み，この頁

岩からEuestheriα　sp．，　Estherites　sP．，（］）cZesth　ria　sp．，およびカイムシ＊の化石を採集した。

長谷〔HAsE〕（1958，1960）は西中国・北九州地域の下関亜層群中の火成活動について，古期

から新期へ，塩浜層積成期には安山岩の活動があり，北彦島層積成期には安山岩ma　i現岩類

の活動が認められ，特に山口県北西部では塩浜～下部北彦島層積成期には石英安山岩・流紋

石英安山岩などが噴出し，筋ケ浜層積成期にも山口県北西部では流紋石英安山岩の活動があ

り，さらに福江層積成期には安山岩が噴出したと述べている。本地域の変質安山岩・変質流

紋石英安山岩は，その岩相・岩質から下関亜層群に含められるものと考えられる＊＊が，現段

階ではこれら火山岩類が長谷の区分のいずれに相当するかを決定することは困難である。

　津黄から松尾・北山北側の日本海々岸に沿って黄波戸口までに分布するものの岩相は，安

山岩～流紋岩，およびそれらの火山砕屑岩が主体で砂岩および頁岩などを伴ない，層理が発

達する。それらの走向・傾斜はおおよそNWW・15°Sである。最近同地を詳細に検討した

井上英二の私信によれば，黄波戸口から境川にかけて分布する下関亜層群より同地に分布す

るものは下位層準となり，脇野亜層群になることも考えられると述べている。

B．　八　　幡　　層

　日置村今岬，および油谷町貝川南西部に分布する。前者の岩相は流紋石英安山岩を主とす

る。この八幡層としたものの岩相は本地域東方青海島に分布する八幡層（長谷〔HASE〕，1958，

1960）のそれに似ている。

　後者の貝川南西部に分布する本層は主として火山礫凝灰岩～火山角礫岩からなる。本地域

西方豊浦郡粟野川下流には八幡層とされた流紋石英安山岩の活動による積成物が分布する

（長谷〔HAsE〕，1958，1960）が，本地域のものはその一部分である。

　　　　　　　　　　　　　　　C．　流紋岩・石英斑岩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゆうらく
　開作および十楽一貝川断層以南の地域，すなわち長門市開作，境川・十楽南部，日置村大
　　　　　　　　　　　　　　そげぢ　　　　　だいぼう　　　　　　　　　　　　　　　　かみ
内山・新市・植松南部，油谷町蕎麦地・大迫・大坊・山根・大江・浅井・岡・上ケ原・貝川

南部に分布する。流紋岩ないし石英斑岩，およびそれらの火山砕屑岩などからなる。同地域

の一部には安山岩らしいものもあり，また山根・浅井・岡南部などには黒色砂岩・頁岩があ

り，これらは従来脇野亜層群とされ，さらに大坊・山根南部にも八幡層が分布する（HASE，

1960）とされているが，これらについては多少の疑問もあり，今後詳細に検討されるまで筆

＊楠見　久の鑑定による。これら化石の詳細については楠見が検討中である。

＊＊従来関門（硯石）層群からカイエビ化石が報告されたのは北九州市小倉区恵理（長谷，1958；KUSUMI，

　1960），岡山県小田郡稲倉村（長谷，1948；今村・楠見，1951），および兵庫県篠山市（円増・中沢，

　1956；楠見，1959）などであり，これらの層準はいずれも脇野亜層群またはその相当層であった。したが

　って黄波戸におけるカイエビ化石は下関亜層群からの最初の発見となり古生物学的にも興味深い。な

　お朝鮮では下関亜層群に対比されている慶尚層群新羅統からカイエビ化石（立岩，1929；KOBAYASHl
　and　KIDO，1947）が報告されている。
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者らは暫定的に流紋岩・石英斑岩に含めておぐ。本流紋岩・石英斑岩と貝川西部の八幡届と

の関係は未詳である。・・　　　　　＿　・LI

　なお日置村大内山北東部に粗粒砂岩を挾む黒色頁岩が日置層群境川累層中に地窓状に露出

しており，位置的には下関亜層群との関連が考えられるのであるが，孤立した露頭であるた

あその層位的関係は把握できない。

　さらに豊北町角島地峡部に関門層群ないし八幡層のものと考えられる火山礫凝灰岩・凝灰

岩互層がわずかに露出している（岡本，1961b）。

IV．先大辻期＊玄武岩および安山岩類

，　　A．　紫蘇輝石轍檀石玄武岩（Hypersthene・olivine・basalt）

　本岩は倉沢・高橋　清（1960）の命名による。八幡層を不整合関係で覆い・日置層群に不

整合関係で覆われて，日置村今岬に分布する。層厚50m。熔岩が主体で火山角礫岩を伴なう。

応地〔6JI〕（1961　a・b）は本玄武岩を古銅輝石普通輝石撒撹石玄武岩（Bronzite・augite・01ivine・

basalt）として報告している＊＊。

B．含紫蘇輝石ピジオン輝石普通輝石轍檀石安山岩（Hypersthene・

　　bearing　pigeonite・augite－01ivine・andesite）および撒檀石安山

　　岩（01iヤine・andesite）

　本岩は応地〔OJr〕（1961　a・b）の命名による。関門層群を不整合関係で覆い・日置層群に不

整合関係で覆われる。紫蘇輝石撒檀石立武岩と本安山岩類との層位関係は不明であるが，前

者は本源マグマに近いものであり，後者は分化現象の進んだものである（倉沢・高橋清，

1960）こと，および応地は前者の活動が後者に先立つと考えていることから一応本安山岩類

は紫蘇輝石轍概石玄武岩より新しいものとしておく。油谷町津黄から松尾，日置村北山，坂

本，堀田を経て同村黄波戸口まで分布する。また豊北町角島尾山東部に分布す多普通輝石安

山岩（Augite・andesite）は本安山岩類と一連同時期のもの（応地〔OJI〕1961a・b；岡本・1961b）

である。層厚230M。火山円～角礫岩に始まり，熔岩と火山円～角礫岩ないしは凝灰岩との

互層からなる。基底ないしそれに近い層準の火山円～角礫岩は雑色で，同源の安山岩礫の外

に，関門層群，八幡層またはそれ以後の火成活動に由来すると考える流紋岩・石英斑岩，石

英安山岩，安山岩，凝灰岩，黒色頁岩，およびチャートなど径2～3cmから3m位までの

円～角礫を含み，これらの礫は凝灰（質）岩によって充填されている。火山砕屑岩には層理・

偽層理が観察され，後者はtabular　cross・lamination（P1．6，　Fig．4）であることから・本安

ee最近の九州北～北西部第三系の時代・対比についての研究（MuRATA，1961；高橋　清，1962a・b；浅

野，1962b；水野，1963）によれば松下（1949）の大辻・筑紫階をそのまま使用できなくなるので・「先筑

　紫～大辻階」とするのが妥当とも考えられるが，ここでは暫定的に「先大辻階」とする。

＊＊竹田・井田・安藤（1958）は本玄武岩のtt岩質は部分的に変化し，轍榿石に富む部分と，またほとんど

　含まない部分もあり，比較的不均質である”ことを報告している。この事実が倉沢・高橋清および

　応地の見解の相違を生じたのではなかろうか。
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山岩は水底で積成したと推定する。応地は津黄付近に分布するものを含紫蘇輝石ピジオン輝

　　　　　　　　　　　　　　　　あげ
石普通輝石轍概石安山岩とし，津黄上から黄波戸口にかけて分布するものを轍榿石安山岩と

して，前者の噴出に引き続いて後者の活動があったと考えているが，両者の分布・構造から，

むしろ地域的に岩質の差があるのではないか一これら安山岩の岩質が不均質であることは確

かに認められる一と考えられるが，本報告では応地の記述に従っておく。吹山砕屑岩からの

化石は未発見である。

　　　　　　　　　　　　　　V．白　　置　　層　　群

　基盤岩類および前述の玄武岩・安山岩類を不整合関係で覆い，油谷湾層群にcc不整合”関

係で覆われて日置村および油谷町の一部に分布し，層厚おおよそ1150～1400mの1大堆積輪

廻を示す積成物を日置層群（Hioki　group）：と呼ぷ。’なお豊浦郡豊：北町にも本層群下～中部が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たおやま
分布する。本層群は，下位より上位へ，境川，峠山および人丸の3累層，さらに人丸累層の

異相と推定する角島砂岩層に分けられ，以下これら地層群について述べるのであるが，その

前に従来筆者らが本層群に対して使用した地層名の推移状態を第2表に示しておく。

第2表　油谷湾付近第三系の地層名推移表

和田・今村・長谷

　　　　（1951）

和田（1955）

今村・和田（1956）

今村（1958）
今村・岡本（1959）
岡本（1960）

岡本・今村（1961）

岡本（1961）
岡本・今村（1962）

’ 岡本・今村（1963）

本　　報　　告

？

川　尻　層

　　h　　、
川尻累層
　　h

川尻
累
層
h

川尻
累層

川尻
累層

川尻累層

　　　h

角　山　層

9

油
谷
湾
層
群

角山累層

　　9

油
谷
湾
層
群

伊畠

上

累
層
f

角山
累層

9

油
谷
湾
層
群

伊

上

累
層
f

F
・
鴛
嘗
層

　h

角山

累層

9

油
谷
湾
層
群

伊

上

累
層
f

瓢
e
暑
憲

　　b

角山
累
層
9

油
谷
湾
層
群

伊
上

累
層
f

　　　　　　，

彙憲・’

貝川累層f F
？

写
伊　上　層

　d十f

菱ヒ

海ε

層
群 伊上累層d 人丸累層　d 人丸累層　d 人丸累層d 騨人螺層・

峠山累層c 峠山累層c 峠山累層c 峠山累層cへ　き　なか

日置中層
c　＋　bの一部

日置中累層

c＋bの一・部

日
置
層
群

芦
屋
層
群

芦
屋
層
群

日
置
層
群

大内山累層

　bの一部

黄波戸礫岩
砂岩層　b

芦
屋
層
群

大内山累層　bの一・部 大内山累層

　bの一部

黄波戸層
a　十　b・の大部分

黄波戸累層

a十bの大部分

境川累層a　十bの一部 境川累層
a十bの一部

境川累層
a　十　bの一部

境
川
累
層

十楽礫岩
頁岩層　a

各地層に付したa……hは本報告と従来の諸報告との対比を示す。、Fは断層関係を示す。

　　　　　　　　　　　　A．　境川累層（Sakaigawa　formation）

　油谷町津黄から日置村北一北東一東部を経て長門市境川，開作に分布する。層厚300～

400m。本累層はさらに礫岩および頁岩を主とする十楽礫岩頁岩層と，礫岩および砂岩など

からなる黄波戸礫岩砂岩層に分けられ，それぞれ1堆積輪廻層を構成する（以下第1図参照）。

1．十楽礫岩頁岩層（Jfiraku　member）

先大辻期立武岩・安山岩類，基盤の八幡層と下関亜層群などを不整合関係で覆っている。
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十　楽

大内山村地

第1図　境川累層模式地質柱状図

　　第1－3図の柱状図は概念的に
　　まとめた部分もあることをお断
　　りしておく。

DK，

DK2

8K1

凡　　イ列

toom

50

炭　告　頑　岩

・凝衷岩～
凝友指頁岩
頁　　　　岩

砂債頁岩
1疑友旗砂岩

砂　　　　岩

含膝砂岩
細　壕　岩

礫　　　　岩

火山礎擬茨岩

紫蘇輝后撤

偽玄賄
石英安山岩

　　　　お　　がイしだ

6　責アk痴狸

十　植物化石
∬～　生　　　　茄

一一
　　漉　　　　　痕

一　偽　　　　帰

凡例は第1－3
図の柱状図に共
通である。

0

長門市十楽部落付近から南西地区を模

式地とする。長門市十楽，日置村長迫

・ 黄波戸西部，大内山・宮尾北東部，

黄波戸口南部，堀田，北山，今岬南部

に分布する。津黄付近にも本層の分布

が予想されるのであるが未確認である。

層厚は模式地付近でおおよそ260mで

あるが，今岬南部では30m±である。

岩相は，下位より上位へ，砂岩薄層を

挾む大～中礫岩，中～細粒砂岩，部分

的に砂質の青～緑黒色頁岩，および砂

岩薄層を挾み風化して白色を呈する凝

灰岩～凝灰質頁岩などからなる。十楽

から北山にかけての地域の礫岩の礫は

径20～30cmまでの亜角～円礫で，そ

れらは基盤岩に由来する流紋石英安山

岩・安山岩類，流紋岩・石英斑岩，こ

れらの凝灰岩，および先大辻期安山岩

類が多く，若干の花醐岩，半花歯岩，

閃緑岩，石英片岩，および先第三系の

礫岩，頁岩，チャートなどを伴なう。

これらの礫は粗粒～礫質砂岩によって

充填されている。本礫岩は十楽で赤紫

色を呈する部分がある。また今岬南部

の礫岩は基盤に由来する流紋岩～安山

岩類の礫の外に，径2mまでの大きさ

の紫蘇輝石轍檀石玄武岩の角礫を多量

に含み，基質は石英粒の多い砂岩から

なる。今岬南部では凝灰岩～凝灰質頁

岩中に炭質頁岩を伴なう。柱状図（第

1図）からもわかるように十楽から北

山にかけて分布する本層と今岬南部に

分布するものでは層厚・岩相ともにか

なりの相違が認められる。本層からの

海棲動物化石は未発見であるが，頁岩

・ 砂岩はしばしば珪化木（松岩）および

植物化石破片を含む。

　黄波戸部落西方約800mの地点に基盤岩とは断層？で接し，撮檀石粗面玄武岩の凝灰質岩
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で覆われる砂岩および頁岩の小露頭がある。この露頭が第三系のどの層準のものか不明であ

るが，岩相および周囲の地質から十楽礫岩頁岩層の下位の礫岩を主とする部分に含めるのが

妥当と思われる。頁岩優勢の部分から採集した植物化石を遠藤誠道が検討して以下のものが

識別された。すなわちEgu｛setum　sp．，＊Salix　sp．，　Fagus？　sp．，　QZbercus　SP．，1）rγo画γZ伽㎜

sp．，1）rlYoph）rLLπMP　sp．，　Plαnera　Ungeri　Kovats，　PZαnθrαsp．（多産），　Plαnerα？　sp．，　laurus

sp・，　Liguida・mbαr？sp・，．Liguidambαr（or　Acer）？sp・，1）‘ospγro8　sp・（多産），1）iospγrosP

sp・，　Viburnum？　sp・，（lyperites　sp．である。

2．黄波戸礫岩砂岩層（Kiwado　member）

　日置村黄波戸，今岬南部海岸付近を模式地とする。長門市開作，境川，日置村黄波戸から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すみどこ
今岬南部およびその西側海岸，大内山，古市南部，北山，炭床，長行，油谷町津黄南一南西

部に分布する。層厚は模式地付近で70～80m，大内山付近では200mに達する。岩相は，下

位より上位へ，中礫岩，風化して黄褐色を呈する比較的塊状の青緑色粗粒砂岩，これら礫

岩・砂岩互層，暗緑色細礫岩～粗粒砂岩，凝灰岩を挾む灰黒色頁岩～砂質頁岩，および礫

岩・砂岩を挾み風化して白色あるいは桃色を呈する青緑色凝灰岩～凝灰質頁岩からなる。中

礫岩の礫は径3cm±の亜角～円礫で，それらは竹田・井田・安藤（1958）が述べたように

日置層群の基盤岩類に由来するものが多く，基質は凝灰質砂岩である。凝灰岩～凝灰質頁岩

中にはいわゆる骨石と呼ばれている岩相が日置層群中最も良く発達する。砂鉄鉱床（須藤，

1942；小松，1956；竹田・井田・安藤ジ1958）として注目された黄波戸の砂鉄層はおそらく

貝類化石産出層準より上位で，本層上部の砂岩中に胚胎されると思われる。黄波戸では砂鉄

層直上，本層最上部の凝灰岩中に層厚約1mの炭質頁岩が挾まれ，境川南部の石炭層もほぼ

同層準と推定される。また峠山西部のほぼ同層準にも炭質頁岩が挾まれるらしい。津黄西部

海岸の通称猫岩東の礫岩中に波長約50cm，振巾約3cmのwave　ripPle・markが観察され

る。本層にはしばしばtabular　to　lenticular　cross・1aminationの発達が見られる。

　貝類化石は芦屋動物群に属するものを産出する（第3表参照）。すなわちK1層準では層厚

30～130cmの砂岩中に（）rαssostreα　cf．　sαkiteensisなどが密集して産出し，ほぼこの層準の砂

岩中にOstreα　sp．が散点分布することもある。　K2層準の中礫岩～含礫砂岩からはTurritellα

（1丑ctαieZlα）inf　rαlirαta，　Enasptrα　αshiycxerzsis，ヱStflolopopんorus　aenseZineαtus，　FuLgorαriα　sp．，

GLycγmeris　cisshuemsis（きわめて多産），碕協麗sp．，　ChZαneors（ChLα礎YS）α3雇γαθ戚8，0streCt．

sp・，　Crαssαtettites（EeserαssαteLLα）orαbei，　C・α∬α拓Z伽（Grαssα励α）cf．　PαzacviLZus，7謡伽読α

（Veneric・r）subniPP・ni（XX，　Pitar　ashlyαerzsis，　CaLLista・hanzαwai，1）・siniα（Phac・S・ma）CILiku・－ensis

（多産）などを産出する。さらにK3層準の砂岩～頁岩からはEuspirα　ashi）αtensis，　Z）entalium

α吻㎜86ε，Sa・cellαsp・，　P・・ttαnaiα（P・・tLandeLLα）scaphOiaes，　ACilα（ACilα）αs吻αθ酪

（多産），SoLa・men　subforia’cαtum，　Veneric（xrdiα（7伽r6cor）鋤6漉ppo認cα（きわめて多産），　Cra－

ssa彦eZlites（Eu（7α∬αtetla）Ptαbei，　1）osiniα（Phacosoma）chiku7ensis（普通），∠4ngulUS（TeLLiniaes）

maximzas（普通），　Spisutα（Psend㏄α・dium）sp．，　CuLtetlus・cf．　i・umoensis，　Pe吻Z・ma・bessh・ense，

Periploma　cf．　iesakαiなどを採集した。これら貝類化石を産出する3層準は不明瞭あるいは

＊産出量を付記していないものは僅少またはまれに産出するものである。
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第3表 日置層群産貝類化・石表

黄波戸
1部　層

Gastropoda

　　“四〇ψα7駕∫”sp．……・……・…………・・………・…・……

　　Ta〃f’6〃a（伽’aie〃α）infralirata　Nagao・……・・一……’

TurriteUa　sp．・・・・・・・…　。・。・・・・…　。・・……　…。。。・。・。・・…・・・・…

　　Bati〃aria’αた6加rα‘M三zuno（MS）…………・…・・……

　　σ〃ithium　sp．…・…・・………・・………　…………・…・…・・

Euspira　ashiyaensis（Nagao）…………一…・……………

　　MotePopゐoruS　denselinea’us（Nagao）………・……・……・

　　Fulgorar’a・sp・…・…・…………・・…∵・・・……………・…・・

Scaphopoda

　　Den’alium　ashウaensis　Nagao　……・…………………・・

　　Dentalium　sp。・・・・・…　。・・・・…　。。・。・。…・≧・…・・。・・…・。…・・・・…

Pelecypoda

　　Sa‘ce〃a　sp。………・…・………………　……………・……

Portlandia（Portlandellα）scaPh。｛d‘ε（NagaQ）・・………・

P。rtlandia（Portlandella）“ωα榔‘三”Kanehara………

　　Po’r〃andia　sp．・……・…・………・……・………・・…・…・…

　　1V池‘ala　sp．　・………・・…・・t・…………・・…・……・…・・…・・

　　減‘ゴ1α（A‘〃α）ω妙aensis（Nagao）…・…・・………………

　　ン霊‘ila　sp．・………………・・…・…………・…・・…・……・…

G砂りsmeris‘i∬huensis　Makiyama………一・・………

Solamen　subfornicatum（Nagao》…・……∴…・・………・…

　　Solamen　sp。………・・………・…・……・………・・………・・

　　2吻’ilus　sp・…………　……・・…・・……・…・……・………・・

　　α’αηり∫（Chlamりs）ashlyaensis（Nagao）・ゼ……・………

　　Chlam］S　sp．…・……・………・・………・……………・・…・・

　　03〃ea　sp．…・……・・………‘………・・…………・・……・…

　　αα∬o∫’rea　gravi’esta（Yokoyama）…………・・………・

　　αα∬o∫’παc£saki’oensis（Nagao）………・…・……－

　　Unio　sp。・…………・・……・…………・・…・……・………・

　　0擢∬α’6〃f’63（Euerassate〃のノabei　Nagao・……・・……

Cra∬atellites　〈Crassatina）　cf．　Pattxitlus（Yokoyama）…

　　

Crαssa励甑sp．…・……一……・…・……一…………

　　レセπ〃icard竃a（Venericor）subniPPoni‘a　Nagao・・…・・・・…

　　レ’eneri‘α7己だa　sp．・…・・………・……　…・……・…・………・・

　　Cer∂icula（Cor∂ピ‘〃の栩α’麗∫ゴ’ai　Suzuki・……・…　……・…

　　　　　　　　　　　フ
　　五u‘inoma　sp。　………　…・，・………　…・…　…………・・……

　　P伽r　ashウaensis（Nagao）……………・…・・……………

　　P”α7sp．…………・……………………6…………・……

　　（ra〃ista　hanζawai（Nagao）………………・……・…・…

　　Ca〃ista　sp．…　……・…………………　…………・…・……

　　1）osinia（P加‘osomの‘hikμζensis　Nagao・・……………・

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

峠山累層

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

人丸累層

X

×
’

×

角島部層

×

×

X
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（第3表つづき）

　へ　種　茗＼一担＿層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

1）osinia　sp．・………　……………・……　……………

　qア‘〃na　jaPoni‘αKamada・…………・…・………………

　q卿παsp・………・・………・……・…・・………・………・・

　Sotete〃ina　sp．……・…・…………・…・……・…・∵……・…

　」π8〃as（78〃inides）MaxiMess（Nagao）……・・……・……

　Angulus　sp．……一・……・………一・・……………・…・・

Spisula（Pseudocardiuηt）sp．（Nagao，s　Spisula　sp・as

　　1928）　・・・…　。…　一・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

　Cu”6”us　c£icumeensis　Yokoyama……………∵……㌧

　P〃iPIOMa∂6∬ゐ06π56（Yokoyama）………………・・…・

　P〃iploma　cf．　iesakai　Oyama　and　Mizuno……・…・・

Crustacea

　Balanus　sp．……一・…・・……………・・………・………・・

Echinoidea

E‘毎箆odis‘us・cf．‘厭琶censis　Nagao……………………

Others

　Fish　scale　・・………・…・…………………・，………・…・・

　Bone　of　vertcbratc？……………・………………・・…　…

9波E1峠山矧人丸累層

×

×
×

×
×
×
×

×

×

×

×

×

×

×
×
×

×

× ×

角島部層

×

　　　鑑定は和田　健，水野篤行，岡本和夫および中野光雄による。

疑問の個所もあるが，ほぼ本層の分布する全域にわたって追跡される。Pl．6，　Figs．2－3に示

すような生痕（砂管）がおもに貝類化石層準より下位層準の砂岩中に顕著に見られる。植物化

石については野田南西部の本層最上部と思われる砂質頁岩中から第4表に示すような植物化

石が採集され，野田化石植物群＊（今村・遠藤・岡本，1958；今村，1958）と命名されてい

る。また油谷町大畑東部の本層上部と思われる凝灰質頁岩中に＆3gπ05α五αηgs（Joψ（Brong・

niart），　GLyptostrobus　europαeus　Heer，　Salix　sp．，　Fagus∠A7ztipoiii（Abich），およびQuercus　sp．

などの植物化石が産出した。最近高橋L清〔TAKAsHI，　K〕（1962b，1963a）は黄波戸の本層上

部に挾まれる炭質頁岩の花粉分析を行ない，その内容は佐世保花粉群の特徴とよく一致する

ことを報告している。大内山北部，北山，炭床，長行では岩相・生層序学的に今後も検討さ

れねばならぬ疑問の個所がある。またK2層準から小型有孔虫化石（岡本，1960）を検出してい

るが，これについては再検討した上で改あて報告する。

　　　　　　　　　　　　B．　峠山累層（Taoyama　formation）

　地質柱状図（第2図）に示したように，1地区で層序を確認することができないので日置

村峠山南部および油谷町大江東部を模式地とし，前者の柱状図に後者の柱状図が累重するも

のと推定する＊＊。長門市境川南部，日置村黄波戸，矢ケ浦，茅刈，新市，峠山南部，北山，

＊高橋英太郎（1959b）は本化石植物群を芦屋化石植物群と呼称した。

＊＊岩相・化石内容・地質構造を詳細に検討するとそれぞれの柱状図の一部が重複するのではないかとい

　う疑いも持たれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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岡本和夫・今村外治

峠山南郊

第2図　峠山累層模式地質柱状図

9↑3

ε）T2

DTl

野田，長行西部，油谷町植松，久富，蕎麦地，人丸，
　　　　　　　　　　　　　　　くらおだ
大迫・大坊南部，大江・浅井南部，蔵小田，大畑北部に

分布する。層厚は模式地で420m，峠山・新di付近で

は500m　？に達するものと思われる。暑相は，ド位よ

り上位へ，塊状青緑色粗粒砂岩，葉理の発達した灰黒

色頁岩，漸次砂岩が優勢になる頁岩・細粒砂岩互層，

粗粒砂岩，角礫を含む凝灰質粗粒砂岩，風化して灰色

を呈しいわゆる骨石薄層を挾む凝灰岩～凝灰質頁岩，

青灰色頁岩，細～中粒砂岩，中礫岩，細粒砂岩，黒色

頁岩，および風化して桃色を呈する緑灰色凝灰岩～凝

灰質砂岩からなる。砂岩は一般に風化して黄～黄褐色

を呈している。中礫岩の礫は径2～3cmの円～亜円

礫で，流紋岩・石英斑岩，安山岩など日置層群の基盤

岩類に由来するものが多く，凝灰質粗粒砂岩によって

充填されている。中礫岩より上位の砂岩は頁岩薄層を

挾み互層的になる部分がある。久富西部では上位層準

砂岩中に層厚約30cmの炭質頁岩が挾まれる＊。本累層

は不完全ではあるが3？堆積輪廻層から構成されると

推定する。

　貝類化石は黄波戸礫岩砂岩層と同様芦屋動物群に属

するものを産出する。T1層準の粗粒砂岩からはCrαss－

ostreαcf．　sαkitoensisなどを産出し，　T2層準の頁岩か

らはSαcceZZαsp．，　PortZαnaia　sp．，　Veneric（zr♂iα（Ve7zeri－

c・r）subniPP・nicα（普通），　LuCin・mα　sp・，　AnguLus（TelZ－

intaes）㎜幅鵡聞s，　CuZteLL砒s　cf．　izua：m・ensis，　Per乞pZ・mα

besshoense（普通）などを産するが，それらの産出頻度

は小さい。ときに魚鱗を産出することがある。T3層

準では模式地の凝灰質粗粒砂からはオ認α（Acizα）αshi一

yasensl　s，　ChLamcys（ChZa・mγs）αs1乙iyαensZ　s，　CrαssαteZZites

（EescrαssαtetLα）Ptαbei（多産），（］rαssαteZZites　sp．（多産），

Venericesraiα（Veneric・r）sub吻P・7珈，　Pitar　ashiyαrensis

（普通），α疏s6αsp．，　Dosiniα（Phαcosoma）chikeszensis（普通），およびBαZαntas　sp．などを採集

したが，黄波戸北西ではTurriteZZα　sp．，　AciZα　sP．，1吟認鵬sP．，　CαZlistα　sP．，　Dosiniα　sP．，およ

びBαZanus　sp．などを，茅刈北東ではVenerica・raiα（Venericor）subnlpponlcα，　CresssateZLites　SP．

などを産出する。T4層準では模式地の中礫岩からCl　〉，（］γmeris　cisshuensis，　Veneriαaraiα　sp．

などを産出するが，蕎麦地南部および植松南東部では　Eusptrααshiγαe7LSiS，　Acizα（Acizα）

＊一一般に峠山累層とした岩相には炭質頁岩を挾在しないので，炭質頁岩を挾む部分は人丸累層とも考え
　られる。



一野田化石植物群一日置層群黄波戸部層産植物化石表第4表
．

地質時代

準層

中
新
世

漸
新
世

始
新
世

びよお地産

朝
鮮
可
山

満洲樺太岐
阜

宮
城

静
蘭

撫
順

カナ
メ

ンヤ

ヅ

エ

了
村取

長
旦
北
相
木

秋
旦
萱
草

油
谷
亘
人
丸

讐
塑
相
ノ
浦

石

鎚

厨
神

常磐

炭田

久慈

炭田

樺戸

炭田

留萌

炭田
釧路炭田石狩炭田

滝
石

城
港

属
戸

大
和
田

雨

竜

尺

別

雄

別

春

採

芦

別

幾
春
別

美

唄

夕
張

登

川

十

－
－
－
r
－

1

十

十

l

輔

十

l

1

一

l

＋

1

＋

十

十

1

I

十

十

l　
l

＋

十

1
十

I　
l

1
十

騨

一

一

1

1
十

l

十

l
十

十

l

口

I　
I

l

I　
l

1

I

口

l

1

1

1

騨

1

l
十

1

十

l

l
十

一

1

l
十

1

一

．

一

1
十

十

＋

＋　
l
．

剛

1

1

1
十

幽

l
　
l
ナ

l
十

十

1

I

l

一
　
　
一

l
十

口

l

剛　
一

1　
1

一

一

十

l

．
一

t

十

一

一

1　
1

1

1　
i
十

十

l

十

i
十

十

十

I

十

1

1

嗣
　
　
一

1
十

一　
輌

十

l

I　
I
　
I

I

I　
I

十

十

l

陶

十

口

十

十

l

1
十

十

9

十

一

十

鴨　
幽

l
＋

l

I

l
十

十

＋

＋

1

十

十

一

十

十

l

’

l　
l

I

＋

I

噛

十

の

I

十

l
十

l

・

＋

l

鮪

十

一

l

I

l

瞬

I

十

十

I

一

十

l
十

l
十

十

l

十

十

十

＋

l

1

1

l　
l

l　
l

1

．

十

l　
l

l
十

十

十

l

十

I

I

l

＋

＋

l

1

Dicotyledonae

　Salicales

　　　Salicaceae

PoPulus　Zadda‘hl　Heer？・・………・………

　　　　PoPul〃3　sp．　l

PoPulus　sp．2

　　　　1⊃ψ〃μ∫sp．3

Pψぬε？sp．

　　　　＆zlix　sp．

　Juglandales

　　　Juglandaceae

Eπ96Z加rd‘歪αcf．　Broπ9π地7琵Etting．

　　　　shausen　…・・…。…．……・・…・…・…。……

　　　　JugZans？sp．（C£∫aCUMinata　Braun）　…

　　Juglans　nige〃a・Heer・？・…ご・…・…………・・

　Fagales

　　　Betulaceae

　　　　∠tlnus　sp．

　　　　β8’ula　Brongniar’ぎEttigshausen？　………

　　Be’〃αsp．‘

Carpinus？　sp．

　　　　σoり〃us　sp．

　　Fagaceae

　　Castanea・Ku物ゴK・vats・………………・・

Castanea　Ungeri　Heer……・…・・…………

　　　Fagus　AntiPePt　Heer……・…・…………・…

　　　Fagus？sp・（C£F・」π’iPofi　Heer）

　　　　Fagus？sp．

QuerCttS　cf．　groenlandi‘αHeer……………

　　　Qu〃‘us　L7e〃だHeer？……・…・…・…・…・・

Q；ueTCttS　sp。

　Urticales

　　Ulmaceae
　　　　こnmtts　sp．

MOTaceae

　　　　Brett∬onet’a　cf．1カ2σだEnd6・・・・・・・・・…　。…　。・

　　　F勧∫媚α4bJゴαHeer・………・・………・…・・

Ficus　cf・　tiliaefolia　Heer

　　　　Fi‘μ3　sp．

　Ranales

　　Cercidiphy11aceae

　　　　CercidiPh2〃um‘¢ノψoπゴ‘um　End6…………

　　Ce・tidip妙〃um　？　sp．

　　　Lauraceae

　　　　Cinnamomum　sp．

　　　五αμ耀5sp．

Rosales

Platanaceae

PlatanttS　a‘eroides　Goeppert　……………

　　Rosaceae

Crataegus　sp．

　　　　Prunus　sp．

　　　1」eguminosae

Rebinia　sp．

Geraniales

　　　Euphorb三aceae

　　　　Sapium　sp．

　　　5角クium？sp．

　Sapindales

　　Aceraceae

　　　A‘〃ακ’f‘um　Heer　…・…・∴…％………・…

　　　Ac〃pic’um　Thunberg……・……・・………

　　　∠1‘〃n．sp．

Acer　？　sp．

　　Celastraceae

　　　ωω’7ψ妙〃um’c£‘renatUM　Heer………

　　　　Celas〃us　sp．

Rhamnales

　　Rhamnaceae

Rhamnus・cf・・Ro∬assleri．　

Unger…………
Malvales

　　Tiliaceae

　　刑ia・n．　sp．

　　　Tilia？sp．

Umbellales

　　Arliaceae

Hederα　？　sp・

Ericales

　　　Ericaceae

Rhodedendron　？　sp．

Rubiales

　　Caprifbliaceae

Viburnum　Nordenskiδ1di　Heer？　…………

　　　　Viburnum　sp．

ひ

十

十

十

十

十

●産地　山口県大津郡日置村野田，鑑定は遠藤誠道による。

本表で用いた時代区分は従来使用されたものである。
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9
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α吻面酪，αyc卸蔵・Cisshumusi・，　C・α・SαheLLite・・（EuerαssαntLα）y噸，　Verter乞（xx・d乞α（アe・te一

ricor）8％ゐ漉ppo漉cα（きわめて多産），1）03‘漉α（Phacosoma）chikzazerrsisなどを産出する。　T5層

準の頁岩からはSαccellα　sp．，　PortZandiα　sp．，　Nuculα　sp．などを採集したが，その産出頻度は

T2層準同様小さい。　T6層準の凝灰岩～凝灰質砂岩からはTurriteZlα（HatCllieZZα）injαlirata，

Eu・pi・a　a吻α謝・，　o狗㎜6・伽勧・鵬s・1αmen・ubf・・ntcat・m，　Chlmmor・（cnt・吻・ε）α跡

Yαεπsis，　CrαSSαteZlites（EucrαSSαteLLα）γα6（i，　Venericαrdia（M〔maicor）鋤6漉PPO漉Cα（多産），

Lucinoma　sp．，1）05認α（Phacosoma）cntkuzen3is，およびBαZanus　sp．　’などを産出する。本累層

各層準の群集組成は黄波戸礫岩層のそれに比較して不明瞭であり，同一層準でも産地により

群集内容に差があるようで，今後多くの個体を採集して一層の検討が必要と思われる。蔵小

田の青灰色頁岩には黄波戸礫岩砂岩層のものとは別の型の生痕が見られる。小型有孔虫化石

については別途報告する。

C．　人丸累層（Hitomaru　formation）

　油谷町大江西部を模式地とする。しかし同地区の露出状態から，本累層下半部は油谷町人

丸南西方の大迫地区で得られる柱状図がより模式的である（第3図）。油谷町植松，荒人，大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あがりの　　　　　　　　　　　　わたしば　　　　　　　　　　　たていし
迫，大坊，山根，浦，大江，浅井，里，岡，上野，上ケ原，掛淵，渡場，中畑，大畠，立石，

平野などに分布する。層厚415m十，その上限は油谷湾層群にcc不整合”関係で覆われるた

め不明である。岩相は，下位より上位へ，凝灰岩を挾む淡青色頁岩，灰黒色細粒砂岩・頁岩

互層，風化して黄灰色を呈する灰黒色頁岩～細粒砂岩・凝灰岩～凝灰質頁岩互層，風化して

黄褐色を呈する比較的塊状の細粒砂岩，層理面の発達した灰黒色細粒砂岩と頁岩，およびそ

れらの互層からなり，中～小礫岩および数枚の層厚1～数mの凝灰岩～凝灰質頁岩が挾まれ

る。最下位の頁岩と細粒砂岩・頁岩互層は大迫以外では不明瞭であり，互層最上部に炭質頁

岩があることから，その上限にdiastemの存在が推定される。（llOrbicuZαを含む頁岩～細粒

砂岩・凝灰岩～凝灰質頁岩互層は大江付近から東一北東部へ，すなわち中畑東部へ行くにし

たがって漸次層厚が厚くなり，岩相も細粒岩より粗粒岩が優勢となるなど本累層には岩相の

横変化がかなり認められるようである。大迫，大江では下部の細粒砂岩・頁岩互層の上位層

準に炭質頁岩を伴ない，また下～中部の塊状砂岩中にも最大層厚1mに達する炭質頁岩が挾

まれる。さらに浦，浅井以西の地域と大畠北部に分布する中～上部の細粒砂岩，あるいは頁

岩との互層中には少なくとも数枚の炭質頁岩が挾在する。塊状砂岩中にはしばしば頁岩の破

片（desiccation　breccia）が認められる。中～上部層準の砂岩・頁岩互層部では波長数～20

cm，振巾数～20mmのwave　ripPle・mark（P1．5，　Fig．4；Pl．6，　Fig．1）が随所に観察されるが，

立石付近で最も顕著である。また頁岩～砂質頁岩の葉理を挾む砂岩ではしばしばtabular　to

Ienticular　cross・1aminationが発達しherringbone　and“choPPy”structure（SHRocK，・

1948）が形成されている。さらに畠島の層厚65cm十の砂岩中には砂岩の転動を伴なった

convolute　bedding　structureおよびflowageが形成されている（Pl．5，　Fig．3）。

　貝類化石はH1層準でCorbiculα（（】orbiculα）matUsitaiが密集して産出する。（】orbiculαを

含む岩相と含まぬ岩相が互層することもあるが，渡場・中畑東部では岩相に関係なくほとん

ど連続して産出する。渡場ではごくまれに“7あ5pα剛3”sp．を伴なう。中畑東部のH2層準
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から“Vivipαrus”sp．およびその外淡水棲？と思われる貝類化石を採集した。植物化イ1は渡

場のH1層準上位の細粒砂岩からLt’gui♂αmbαr　formosα7uを産出した，中畑東部のH2層準

の頁岩層からも植物化石（未決定）を産出し，その上位の貝類化石を産した細粒砂岩からは

Pop認粥sp．を採集した。大坊，山根のほぼ本累層中部の砂質頁岩薄層を挾む細粒砂岩層か

ら第5表に示すような植物化石を採集し，大坊化石植物群＊（今村・和田，1956；今村・岡
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第3図　人丸累層地質柱状図

＊高橋英太郎（1959b）は本化石植物群を菱海化石植物群と呼称した。
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第5表

山口県油谷湾付近の策三系

日置層群人丸累層産植物化石表　　一大坊化石植物群一

15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産　　地

種　　名
1 2

Gymnospermae
Coniferales

Pinnaceae
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
Pfππ∫sp．……・…………………・…・…・・……………・……………・…・・…… ×

Angiospermae

Dicotyledonae

Salicaceae

εoJfκsp．……………一・…………・……………・・…・……・……・……・・！… ×

PψπZ〃3c£64Z∫αη20ゴ4‘∫Goeppert（Huzioka，sα」α5〃π5　sp・）……・ち…・ ×

Juglandaccac

×

F皐gaceae

qμ〃‘μ5sp．…………………・…………………・一……………………・…・ ×

qμπμ5？Sp・………・…・・……………・…∴……………・………・・………… × ×

Betulaceae
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
Alnus　sp．…………・…………・・……・……………・…・・………・・………・…・・ × ×

C4ψfπμ∫ρα」6qタ4ρoπ’6α（End6）（bractlet）　……………………・…・…・…… ×

Cセψ伽5c£874π4’3　Unger（Huzioka，sこ刀η2μ5　n．　sp．）…・……………・…・ ×

Ulmaceae

研加μ∫ZOπ8シbZf4　Unger…・…………・…・…………・…・・………・………・…・ × ×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏σ」欄5sp。（Huzioka，sこ乙n．　sp．）……………・…………・・……・…・……・… ×

Z〃んωα翫8〃ゴ（Ettingshausen）Kovats？…・…・…・…………・…・・………　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

× ×

Moraceae　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽F泌’〃切b〃αReer・一……………・一…・・、…………………………・・∴・　　　　　　　　　　　　　　“

×

Ff‘μ∫sp．？（Huzioka，sα1σ5〃〃3　sp．）…・…………・・………し………・・…… ×

Magnoliaceae　　　　　　　　　，
，　　　　　　　　・

瓢名9πo’fαsp．・…　…・・…　…………………　…………………　……・…・・…　…・… ×・

灘・伽”・π？sp…………・……・……・…・…・∵…・……・……一…・……・… ×

I」auraceae　　　　　　　　　　　　　・

．乙απ7μ5sp・　………………・…………・・三・・…・……・…　…・・……　…・・………… × ×

LaUTus？sp．………・・……・・…………・…・………・………　………………・・… ×

Cfππαη10πμ〃2　n．　sp．・…　…………………　…………・・……・………・・…・……… ×

　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

Cinnamomum　sp・…　。・…・・・・・・・・…　。・・・・・・・・・・…　。…・・・・…　。・・・・…　。・・・・…　。・・。・・・・・… × ×

Cinnamomum？　sp．……・一・………一…・………………・・………………… × ×

Hamamelidaceae

功αf4α励αrノ伽05απαHance：……………・一……………・…・…・……… ×

五fgμゴ晦加∂47〃fJo∂吻霧Gothan・and　Saporta

（Huzioka，sム6」68απ’ψZfσ（MS））……・……・・……・…………・・……… ×

Platanaceae

P乙αfσ側∫α‘870耀8∫Hccr（耳uzioka，s　Cf．　P．召ε870三dε5　Heer）…・……・・…… ×

P1ごz’απμ3　sp．………　…………・・…∴・・……………・…・………・………・・…免…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唇

×
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第5表つづき

種ii－S’N－一一一一＿xEEs．8！
Celastraceae

　Celastrus　n．　sp．・…・…・……………・・………・…………　……………・…・・…

Celastrus？sp．……・・…・…………・…・一……………・…・………・……・・…

Aceraceae

　A‘〃pictttM　Thunberg（Huzioka’s　A．　subpietum　Saporta）・・…………・＿

　A‘er　sp．1（Huzioka，s　A．　hishikaiensis（MS））…・…一・…・……・………・

　A‘〃sp．2（Huzioka’s　A．ノubariensis（MS））……………・一…・…………

　A‘〃sp・3　・。…・・・・・・・・…　…・・・…　……　…。・・…・・…　…・…　…・・・・・・・・・・…　。・・。・…・・

Sapihdaceae

　Keelreut〃ia　eointe8rifolia　End6　……………・・．．＿．＿＿＿＿＿．＿＿＿＿

KoelreuteTia？sp．・…・・………………・…………………・………・…・……・・…

Alangiaceae

　Marlea　sp．（Huzioka，s　C£M．　basiobligua　Oishi　and　Huzioka）……・一・

Cornaceae

　Cornus　sp・　…・…・…・………………………・…………・・…………・……・・…

Ebenaceae

　Di・sPNTOS　n・sp・………・…………一…・……・・…………・………………・・

Monocotyledonae

Mosaceae

Mus・PhPt〃um？sp・…・…・……・……・……・……………・・…・…・・…・………・

1

×
×

×

×

×

×

×

2

×
×
×
×

×
×

×

産地　1：山口県大津郡油谷町大坊，2：山口県大津郡油谷町山根

鑑定は遠藤誠道および藤岡一男による。

本，1959）と命名されている。浅井の本累層上部の細粒砂岩からはAcer　sp．など，立石西の

頁岩・砂岩互層からLaurus　？sp．などの植物化石を産出した。さらに伊上駅北東上野の砂

岩・頁岩互層からPhrαgnites　sp．および貝化石Unio　sp．を採集した。最近高橋　清〔TA－

KAHAsHI，　K〕（1962b，1963b）は浦における本累層下部に挾まれる炭質頁岩の花粉分析を行な

い，その花粉群は黄波戸礫岩砂岩層の内容とは若干異なるけれども，佐世保花粉群の特徴と

一致すると述べている。小型有孔虫化石については岡本がこれまでに本累層からの7試料に

っいて検討したが，いずれからも有孔虫を検出できなかった。経験的に今後本累層からの有

孔虫は期待し難い。

D．　角島砂岩層（Tsuno・shima　member）

　本部層についてはすでに岡本（1961b）が報告しているのでその概要を述べると，角島中央

NW方向断層帯中にわずかに露出し，層厚22m十で，岩相は中礫岩および凝灰質岩を挾む青色

粗粒砂岩などからなり，貝類化石はB厩ZZαr‘α励e加rα5（MS），（】rαssostreα　grαvitesta（多産），

CγcZinαノaponiuaなどを，小型有孔虫はEZp1掘加加cf・etigoensθおよびAnzmontα　cf・bθ㏄αrii

などを産出する。本部層の下・上限ともに断層であるため，最初本部層の岩相が油谷湾層群

より日置層群のそれに類似することを重視して日置層群境川累層に相当すると考えた（岡本，
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1961a）が，その後これら貝類化石を本地域第三系からは全く産出していないので，これら

貝類化石が相ノ浦および佐世保層群には産出するが杵島層群からは産出しないこと（水野，

1956b）に注目して本部層を日置層群に含めるよりも油谷湾層群に含めるのが妥当だと考え

た（岡本，1961b）。しかし最近岡本が角島南東の豊北町神田地区の日置層群の調査をした際，

同地区の峠山累層（芦犀層群坂水層下～中部？）相当層から芦屋動物群に伴なわれてかなりの

Bα詔αr♂偏磁e加rα‘（MS）を産出することが判明した。この事実と本部層の岩相が日置層群の

それに似ることから，本部層はやはり日置層群に含まれるものであったことが推定される。

したがって今後本部層に関する新たな資料が得られるまで，角島砂岩層は日置層群に含めら

れるもので，相ノ浦層群（一部？）に対比される人丸累層の異相と解釈しておくのが妥当と

考えられる＊。

E．　日置層群積成時の火成活動

　日置層群中にはしばしば凝灰岩～凝灰質頁岩が挾在し，境川および峠山累層に顕著である。

MUKAE（1957）の示した方法で迎および岡本がこれら凝灰岩の12試料について検討した結

果＊＊，境川および峠山累層の大部分の試料は流紋岩～石英安山岩の活動に由来し，峠山累層

最上位層準の凝灰岩～凝灰質砂岩および人丸累層のものは石英安山岩～安山岩の活動に由来

するものであるという結果を得た。

VI．油　谷　湾　層　群

　日置層群を“不整合”関係で覆い，向津具礫層に不整合関係で覆われて，東は日置村茅刈付

近から西は豊北町角島元山までほぼEW～ENE方向に分布し，層厚＊＊＊おおよそ450～700？

mの1大堆積輪廻を示す積成物を油谷湾層群（Yuya・wan・group）と呼ぶ。本層群＊＊＊＊は油谷
　　　　　　いがみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かどやま
湾南側油谷町伊上地域に分布する伊上累層，油谷町角山地域に分布する角山累層，および茅

刈から角島元山まで分布する川尻累層に分け，それら相互の関係を第4図に概念的に示した

が，本層群は油谷湾を隔ててその周囲に分布し，緻概石粗面玄武岩に被覆されるなど詳細に

わたる層序の検討は困難である。なお筆者らが本層群に対して使用した地層名の変遷状態は

第2表の通りである。以下本層群を構成する地層およびそれら相互の関係について述べる。

A．　油谷湾層群と日置層群の層位関係

　油谷湾層群と人丸累層以下の日置層群との層位関係は種々の問題を含むと考えるので，こ

こで詳しく述べておきだい。

＊しかし豊北町地域の日置層群の地質構造から考えると角島砂岩層はむしろ黄波戸砂岩頁岩層または峠

　山累層に対比される可能性が強く，この点については機会をみて再検討したい6

＊＊方法，試料の扱い方にも問題があると思われるので，ここで得られた結果は一応の目安として扱いた

　い。今後本格的な検討が必要であると考える。

＊＊＊今後精査が行なわれた場合，層厚はより薄く算定されるだろう。

＊＊＊＊油谷湾層群を細分したとき，日置層群の場合に比較して，細分した地層の地層名およびその区分方

　　法に妥当と思われぬ点があるが，便宜的に，また混乱を避けるために従来のままにしておく。
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　野外における関係：油谷湾層群と日置層群の層位関係を示す露頭は全く観察できなかった。

伊上地域では油谷湾層群の基底である伊上累層Ia層の岩相は赤紫色凝灰質砂岩および緑色火

山円礫岩で，先第三系に由来した礫の外に，伊上累層に覆われる人丸累層のものと思われる

砂岩と頁岩の円～亜角礫および石炭～炭質頁岩の破片を含む。また伊上累層基底部に近接す

る人丸累層は細粒砂岩および砂岩・頁岩互層であるが，これらの異なる層準が伊上累層基底

に覆われるようである。赤紫色を呈する理由については未検討であるが，北部九州の古第三

系の紫赤色および赤色岩相（松下，1949）は不整合現象とかなりの関係が認められるようだ。

本地域では基盤の流紋石英安山岩を不整合関係で覆う日置層群の基底礫岩に赤紫色を呈する

部分がある。また岡本が調査しかけている豊北町神田地域でも基盤の流紋岩（石英安山岩？）

を不整合関係で覆う日置層群の基底またはそのやや上位に赤紫色岩が顕著に発達する。かく

して海退相である人丸累層積成後陸化し，赤紫色原地土が付近に形成される時期があり，油
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谷湾層群の積成開始とともにその基底に赤紫色岩が堆積したとも考えられる。したがって日

置層群と油谷湾層群の間にはce不整合”現象が存在する可能性が強い。しかし伊上累層基底

部とそれに近接する人丸累層の走向’・傾斜は同じ傾向である。

　構造的関係：　地質図および断面図（第2図版）により，油谷湾層群と日置層群の構造的

関係を考察してみる。当地域主要の日置層群はほぼ油谷湾を抱くように分布し，EW方向で

西落ちの軸を持つ非対称の向斜ないし半盆状構造を有する。これに対して油谷湾層群は伊上

地域および掛淵付近で見られるように積成の初期には人丸累層の構造に一致して局部的な分

布を示すが，積成が進むにしたがって人丸累層以下の地層群に，いわゆるonlap（LAHEE，

1959）の現象を示しながら積成盆は次第に拡大して日置村茅刈から角島までほぼENE－WSW

方向に広く分布し，日置層群と斜交するようになる。この現象を以って油谷湾層群が日置層

群をCC不整合”で覆う根拠とはなし得ないと考える。さらに地質図・断面図には日置村野

田・北山・炭床地域に分布する油谷湾層群川尻累層と日置層群境川・峠山累層はあたかも不

整合関係であり，それら積成休止期に摺曲構造が形成されたかのように描いたが，実際には

同地域の地質はかなり複雑で，不明の点も多く十分に構造を把握できないが，その構造が基

盤の形態に支配されることも考えられる。また油谷湾北～北東部の川尻累層には同様摺曲構

造が認められる。したがって油谷湾層群積成中あるいは積成前に日置層群が削剥されたこと

は認あられるとしても，大局的には日置層群積成後，油谷湾層群積成前に造構造運動は認め

難い。

　古生物学的関係：　人丸累層上部からは化石を産出せず，また角島砂岩層の層位に関する

疑問はあるが，日置層群からは先に述べたような化石（第3－5表）を産出し，また油谷湾

層群からは以下で述べるような化石（第6－7表）を産出する。これら個々の化石内容だけ

からは両累層の間に時間的間隙を求あることは困難であるが，貝類化石の群集内容にっいて

は日置層群のものと油谷湾層群のものでは明らかに相違が認められる。また本地域第三系を

北西部九州第三系に対比させるとき，人丸累層は相ノ浦層群（一部？）に対比され，油谷湾層

群は加勢（累）層ないし佐世保層群上部に対比される。したがって日置層群と油谷湾層群の間

には多少の時間的間隙があったと考えられる。

　以上野外における観察，地質構造，および古生物学的見地から日置・油谷湾両層群間の

CC不整合”の存否を検討した結果，日置層群と油谷湾層群はCC不整合”関係ではあるが，さ

ほど長期の時間的間隙は考えられず，その期間中明瞭な構造的運動は認められないので，地

層不連続のオーダー（池辺，1957）としては非整合（disconformity）程度のものと推定す

る。

B．　伊上累層（Igami　formation）

　人丸累層を非整合関係で覆う。その上限は不明である。油谷町伊上駅東一南東地区および

小久保から貝川に至る海岸線付近を模式地とする。油谷町伊上地域，すなわち，小久保，
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須方，綾湖，貝川，竹島に分布する。層厚は80～425m十であり，変化が激しい。岩相によ

り便宜上Ia～lgの7層に分ける。地質図にはIa，　Ib，　Ic，　ldおよびIe・9層とに5分して示

した。Ia層：層厚15～50m。赤紫色凝灰質砂岩および緑色火山円礫岩～凝灰質細礫岩など

からなる。火山円礫岩の礫は径最大25cm，一般には数cmのおそらく基盤岩に由来レた流紋

岩・石英斑岩，安山岩類，および凝灰質岩の円～亜円礫が多く，これらの外に人丸累層とそ

れ以下の第三系の砂岩，頁岩および凝灰質岩の角～亜円礫，さらに石炭～炭質頁岩破片を含

む。基質は石英粒の多い凝灰質砂岩である。Ib層：層厚8～80m。風化して黄褐～榿色を呈

する塊状青色細礫岩～粗粒砂岩からなり，礫の径約1cmの中礫岩薄層を挾む。最上位は層厚

1～3m，礫の径1～3　cmの中礫岩層である。砂岩中には緑色鉱物が含まれ，頁岩および炭質

頁岩の破片を含み，長径1．5mに達するものがある。しばしばtabular　cross・laminationが

見られる。Ic層：層厚10～185m。下部は細礫岩～粗粒砂岩であるが，一般には風化して黄

褐色を呈する青色粗～細粒砂岩からなり，層厚10～20cmの頁岩層を挾在し砂岩・頁岩互層

となることもあり，層理の発達が良い。層厚1mおよび約4mの白色凝灰岩層を2枚挾む。

下部の細礫岩～粗粒砂岩中には緑色鉱物が含まれる。砂岩中には厚さ数mm，長径数cmの

大きさの不規則な形の泥質岩破片がほぼ層面に平行に多数含まれ，部分的には砂岩と泥質岩

破片との境界が不明瞭となり，砂岩・泥質岩が混じり合い混沌とした様相を呈する部分があ

る。Id層：層厚0～25m。層厚10～50cmの風化して黄色を呈する粗粒砂岩～細礫岩と層厚

10cmまでの灰黒色頁岩との互層である。　tabular　to　lenticular　cross・laminationの発達が

著しくherrigbone　structureが見られる。　Ie層：　層厚0～30m。塊状の風化して黄色を

呈する青緑色粗粒砂岩からなり，径3cm±の主として藻類破片からなる石灰質砂岩～’石灰

岩の円礫を含む。上部にtabular　cross・laminationが著しくherrigbone　structureが形

成される。If層：層厚40～50m。塊状淡青緑色で中礫を含む細礫岩～粗粒砂岩からなり，　Id

層のものと思われる砂岩破片を含む。藻類化石を含む石灰質岩の亜円～円礫（P1．3，　Fig．1）

を産する。Ig層：層厚4m十。中～大礫岩を主とする混沌とした積成物であり（P1．3，　Fig．

3），多少の凹凸面（10ad　cast）でlf層を覆う。下位は径1～2cmの主として基盤火山岩類の

円礫を含む中礫岩であるが，上位は角礫岩からなり，径最大1．2mまでの種々の大きさの基

盤岩に由来する流紋岩・石英斑岩，安山岩類と凝灰岩，および第三系一伊上累層および川尻

累層のものによく似ている一砂岩の円～角礫をIf層に類似の細礫岩～粗粒砂岩が充旗する

が，基質を構成する岩石・鉱物も破片状で，変形しているものも認められ，第三系砂岩礫の

周辺部には基盤岩類から由来した硬い礫が落ち込んでいる（Pl．　3，　Fig．2）。産出する化石も

破片状のものばかりである。rubble　depositと推定する。

　第6表に掲げたような貝類およびその他の化石を産出するが，産出層準の岩相に応じて群

集に相違が認められる．Ia層ではC陽α濃γ3（α泌α礎ys）cf．　arαhawαi，　ChlαmPtS（（］ntαmys）cf．

mtyαtokoensis，およびb’ma（Acester）goLiαth，　b’ma　cf．　konmoiなどPectinidaeおよび

Limidaeのものを多産し，　Ib層ではほとんど化石を産出せず，　Ic層の2～3の個所から

Demtaliunz　sp・，　Chtam妙s（ChLωnヅs）cf．　arakαwai，　LuCimoma　aemtiZineαtzsnz，およびウニ窃窺痂α

7吻po蕩ω・などを採集し・Id層ではChlαmors　sp．およびBαZanus　sp．一の破片が多量に見ら

れ，Ie層では蘇虫，および藻類を含む石灰質岩礫が出現し，　If層ではC励澱γs（cntαmγs）

cf・αrαkawαiおよびOstreα　sp．などの貝類，蘇虫および石灰質岩礫を産出し，　Ig層からは
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1〕’oZiraicθs　cf・　・　ma’sensis，　：　，Cγprαeα？sp．，（］ht’coreus’sp♂などの貝類化石破片を採集した。また

Ib－9層では随所にBαZαnus　sp．＿を産出する。石灰質岩礫に含まれている藻類化石について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しらいし　ほんゆや
IsHIJIMA（1962）は，十分な検討が終っていないが，油谷島白石，本油谷のいわゆる、互肋読・

α溜翻〃z石灰岩に含まれる藻類化石に似ていると報告した。・高橋英太郎（1959a）は小久保

海岸のIb層砂岩から生痕を採集し，鹿間時夫が調べて，“Helmintoid群のもので似たもの

第6表　油谷湾層群伊上累層産化石表

Gastropoda

　Trochidae？…・…＿．．＿＿．．＿．＿＿．．．＿＿＿＿＿＿．．＿＿………・

　Turrite〃a・sp．・……・……・……一…・……一………・…………・…

　Po〃ni‘es　cf・　meise繍Makiyama…一………・…・………・……・

　c）　PT　aeaP　sp．…・……・一……・…………………………・・…………

　Cypraeidae？…・……・・………・………・………・…・……・・…………

　Bursa？sp。　・………・・…………・……・・……，・……・…・・…………・・…

　Chicoreus　sp・　∵・・…・・……・……・…・・…　……1…　………・…、………・…

　Conus？　sp．・………・・…・…・…………・・……………・…・……………

Scaphopoda

　．Z）en’alium　sp。・…・・…・，・………・…・・…………………　………………

Pelecypoda

　G砂卿〃is？sp．・……・・…………・…・………………………………・

　∠4〃ina？sp．（or　Pinnidae？）　…・………・…・…・………・……・………

　α1αηり∫（Chlanり5）c£ara’kaωai（N・mura）……・……………・…・

　Cktampts（Chlam）s）c£mi　atokeensis（Nomura　and　Hatai）………

　Chlaaりs　sp．・………………・・∴………………・………………・・・…　…

　AeguiPecten　sp．　…・…・・……・…………・……・・……・・…・・………・…

　‘‘P1α‘ψ8‘teガ，　sp．　……………………・・……………・…ポ………・・…

　KOtOt4pe‘’6πC£egre8iUS（ItOigaWa）　……・…………・・……・・……・

　Lima（∠1‘est〃）80〃α’ゐSowerby　…・……・……・……………………

　Lima　cf．　konnoi　Otuka＿．＿＿＿＿．＿．＿．＿＿．＿＿」＿＿．＿＿．

　∠4πoη置fごzsp．　…・・…・・……………・…・……・…・………・………………

　Ostrea　sp．・…・……・・…・・……・…　…・・………　…・…・…・………………

　Lueinoma　a‘u〃〃neatUM（Conrad）…・…・……・・…・………・………　…

　1）osinia　sp…　∵・……・・………・…　……………・…・…・…・……………

Others

　Coral……＿＿＿．＿＿＿＿．＿＿．．＿．．．．＿．．．＿．．．．．．．．．．＿．．．．．．＿

　Bryozoa…・………・・…・……………・…………・…・…・…・…………

　BalanttS　sp．・…・…・………・……・…・・………・………・………………

　Linthiaπψρoπf‘a　Yoshiwara　……∴………・…・…………・…・……

　Echinoidea　gen．　et　sp．　indet．………・……・………・………・・……・

　Algae（Derived）……・……………・……………………・・一…・…

Ia

×
×

×
×
×
×
×

×

×

Ib

×

×

Ic

×

×
×
×

×

×
×
×

Id

×

×

Ie

×
×

×

If

×
×

×
×
×
×

×

×
×

×
×

×
×

×

Ig

×

×

×

×

×

×

×

鑑定は増田孝一郎および森下　晶らによる。
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はウイン盆地の砂岩にあってマングローブ地帯に棲む一種のカニの作ったものに似ている”

とした。またIc層の下～中部にはPI．3，　Figs．4－5に示すような層理面にほぽ垂直な径2～

3cm，高さ約5cmの楕円または倒立した円錐形の泥質岩を径5～6mmの砂管が貫ぬく生

痕が多数含まれている。さらにIc層下部の層厚1mの凝灰岩中にはcoproliteが含まれる。

小型有孔虫については別途報告する。

C．　角山累層（Kadoyama　formation）

　人丸累層をCC不整合”関係で覆い，上位の川尻累層とは整合関係であるばかりでなく一部

は同時異相の関係にあるかとも思われる。油谷町掛淵から角山地域海岸および県道付近を模

式地とする。油谷町掛淵，仏崎，角山地域の大川尻，茶ノ木などに分布する。角山海岸で設定

した角山・川尻両累層の境界は側方への追跡ができないため，角山北部の県道および茶ノ木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みよううとぎ
付近の両者の境界を地質図には推定で示した。また掛淵北東部，角山東部の夫婦木における

角山・川尻累層の境界は推定断層で区別しているが，実際には両累層を明確に識別すること

が困難で，両者は漸移する可能性もあると思われる。層厚はおおよそ300m一である。模式

地においても連続した柱状図が得られないため第4図に示した概念的な柱状図によって岩相

層序を述べる。岩相は，下位より上位へ，大～中礫岩層を挾む含礫～粗粒砂岩，灰黒色頁

岩，頁岩薄層を挾みしばしば互層になる灰青色細粒砂岩，中～細礫岩，含礫粗粒あるいは細

粒砂岩，中礫岩，頁岩優勢の頁岩・細粒砂岩互層，粗～細粒砂岩および中礫岩からなる。上

部に層厚1mの凝灰岩が挾まれる。一般に風化して礫岩は黄榿～褐色を，砂岩は黄色を呈し

ている。礫岩の礫は層準により大きさの差はあるが，基盤岩類に由来する流紋岩・石英斑岩，

安山岩類，凝灰岩と礫岩，および第三系の砂岩，頁岩と炭質頁岩などの円～亜角礫を含む。

最下位層準の中礫岩には人丸累層のものと思われる砂岩礫を含む。凝灰岩層準付近以下の本

累層中部の砂岩中には緑色鉱物が含まれる。最上部に近い層準の砂岩中には層厚約30cmの

炭質頁岩層が挾まれる。礫岩および砂岩中にはしばしばtabular　cross・laminationが認め

られ，頁岩葉層を挾む砂岩ではtabular　to　lenticular　cross・1aminationが発達し“choPPy”

structureが観察される部分がある。角山海岸でP1．5，　Fig．3に示すようなload　castと砂岩

塊の頁岩～細粒砂岩中への落ち込みが認あられた。

　化石の産出は少ない。貝類化石（第7表参照）．については，最下部の含礫～粗粒砂岩から

破片状のOstreα　sp．およびTelebrαtaliα　sp．などを産出する。その上位の頁岩からはSiphO一

n・・Liα・sαwαn・enSis，　DemaZiunt　cf．　weinkaujii，　N脇Zα㎜cf・pennula，γ・taiα　Zαuaabilis・

Y・laia　cf．　tokunug・5，　P・興㎜拐・吻渤㈱嘱Lπ伽㎜cLα・麟㎜鵬CU・pia・・iα・sa－

wαnoensisなどを採集した。これらの外2～3の地点で若干の化石を産出する。中～上部の

砂岩および頁岩はしばしば植物破片を含む。小型有孔虫化石については別途報告する。

D．　川尻累層（Kawashiri　formation）

　角山累層を整合および一部同時異相？の関係で覆い，向津具礫層に不整合関係で覆われる。

油谷町角山から小田，森末を経て川尻に至る県道および海岸付近を模式地とする。日置村茅
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第7表 油谷湾層群角山・川尻累層産化石表

）if、｝z）一一s－”〈一　rkAN
Gastropoda，

　1）iodora　sp．・…・・…　…・。………・・。…・・・・・・・・…　…・・・・・・・・・・…　……　…・”°’°’°”°’°°’°”°

　Bati〃aria　ta’eiwai　Makiyama・…………・…・・………………・・………・……°…’

　　Potinices？sp．…………・……………・………・…・……・・………………’°°………

　Na∬arius　sp．・……・……・…・………・・……・・………・…………・°°°°°°”°’°’’”°’°”

　　Cance〃aria　sp．・・…　……　…・・一・。…。・・…　。・・・・・…　。・・・・・・・…　。………　…・・°’”°°°’”°°°°°’°

　　SiPhonalia　esawanoensis　Tsuda……………・………・……・…・…・・……………°”

　　SiPhenalia？sp．・……・………・・…………………………・・………………’”………

　　PseudoPeri∬olax？sp．・………………・・……………・・…・・…………”°°”°’°°°”°’°°

　　Fulgoraria？sp．　・・……　…・・・…　……・・・・・・・・…　…・…　…・・…　。……　…’”°’’’”°’°’°”°°’

Scaphopoda

　　刀entatium　tveinkaufii（Dunker）・……………………・………・・一・……………’°°

　　1）entalium　cf．　weinkaufli層（Dunker）・………………・………・・………・………’°畳’

　　1）entalium　sp．・・…・…・……・………・……・………・…・…・………・’・°”°”°’9’”°°°’°

Pelecypoda

　　SolemPta　tokunagai　Yokoyama……………・・…・・……………・…・………・川…・

　　Nuculana　cf．　Pennula（Yokoyama）・………………・・………………・・…・………

　　Nu‘ulana？　sp．…・・…・・………・………・…・…・…………・…………’…’…’………

　　Sacce〃αsp．・・・・・…　……　…・・…　…・・。・・…　。。・・・…　。・。…　…・…　。。…・。…・・・…　…・°”°°’°°”

　　Saccella？sp．……………・…………………・…………・………・・………・…………

Yoldia　laudabilis　Yokoyama……一………・・…・……………・・…・……・・…・…・・

　　Yoldia　’cf．　tokuna8ai　Yokoyama・……………・…・・……………・…・……………

　　Yoldia？sp．・…　一・・・・・…　…・・・…　…・・・・・・・・・・・・…　……　…・・…　。・……　°・σ゜°’°’°°°’”°曾’°”°

　　Anadara　sp…　……・・……………・…・…　………………・…・…・°’°°°”°°°°°’”°°°°”°°°

　　LimePsゴs　sp・・…・…・・…・……………・…・…・…・………　……°…’”°°°曝゜°°°°’°’°°°°’°”

　　ProPeamu∬ium　tateiwai　Kanehara・…・・……・……・・…………・・…・……………

　　PTePea栩〃∬ium　sp・…・・……………・…・・……………・…・・…・……”°”°°’°°°’°’°’”

　　ChlamPtS　sp．…・・・…　…。・・・…　∵・…・…　三・・・…　∴・・・・・・・・・・・…　。・・・・・…　…・・…　。。・・・・・・…　…・

　　PlacoPecten　sp・・・・…　…・・…・・・…　…・…　。・…　。・・…　。…　∵…’°’°”°°°”°”°’°°”°°’”°’”°°°°’

　　Ostrea　sp．…一…・一……………・…・………・……・・………………’°…………

　　Ostrea？sp…　…・・…・………・・…………　∵……………・・…°°°’∵°’°’”°∵”°’°°’’”°’°

　　αα∬ostrea　c£sakitoensis（Nagao）・・…………・………………’：”∵°…’°………

　　Akebicen‘加sp・……・……………一・……………・一・…’…’…°°……°’°…”1

　　∠lnisodonta　sp…　……………・・…………・・……・……………’’’’”°°’’”・’°°’’’”°°”°°

　　Anisodonta？sp…　　……　…。・・…　……　…・・・・・・…　…。・…・。・。…　…・・…”°”°’”°”°°°”°…

　　Felaniella　sp．……・…・………・……・・………………・・…・…・・…・°°°°”°°°°’’”°°．°’°

　　Lucinomaα‘Utilineatum（Conrad）……・…・・……・……………………………・…・

　　五ucinOMa　cf．α‘utilineatt〃n（Conrad）　・・・・・…　…・・・…　。・・…　…・・…・・…　。……　…・…・

　　Lu‘inOMa　sp．　……・・……………………三……………・・……・…・………・…°°°”°’

　　qア‘lina？sp・…・・…・…・・……………・…・……………・・…；……・°・’°°”°’°”°’”°°°°°°

　　PaPhia　cf．　hirabaYashU　Otuka・……………………………………・……………・

　　PaPhia　sp．　・・………・…・……………・・…・…・…………・……・・…………°・”…’°’
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第7表っづき

　PaP乃ia？sp．・・…・・・…　……　。・・・…　。・…　。・・・・・・・・・・・…　………　……　…・・。・。・・・・・…　。・…　。…

　Veneridae　gen・et　sp．　indet．…・・…………・・………………・・…………………

　2レtaCOMa　sp．。…・・・・…　…・・。・・・・・…　。・・・・・・・・・…　……　…・・…　…・。・…・・。…　…・…　……　。…

　Ma‘oma？sp・　…・・……　…………………　…………………　……………・…・・……・

丁雌παcf．　notoensis　Masuda・………・……・一………・・…．・・．・…．・．．．．．一．・．．・．．

　Te〃fπα？sp．………・…………………　……・……………　…・……………・・∴…・…

　PanoPe　sp。　………・…　………・…………　……………・…・…　……・……・…・…・…・

　M7a？sp・……・…　…・…・……………・・…………・・……・……………・…・・………・

　Cuspidaria　cf．　osaωanoensis　Tsuda…………・…………………………・………・

　Cuspidaria　sp．……・……………・・…・・…………………　……・…………・………・・

　Cuspidaria？sp．　。・。・・…。・……　。。・。・・・・・・…　。・・…・・・…　…・・……　…・…　。・・…。・。…・。・。・。・

Others

　Coral……・…．．．＿．＿＿．．＿＿＿＿．＿＿＿＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　Bryozoa（Cf．　Ce〃epora　feTmosensfs　Newton　and　Holland）…・・………・………

　Telebrata〃a　sp．　indet。　………・・………　…………………　………………・…・・…・

　Brachiopoda　gen．　et　sp．　indet．、・……　………………・…・・…………＿・・＿＿＿

　Balanus？sp．　…　一。・・・・・…　。・・・…　。・・。・。・・・…　。・・・・…　……・・。・・。。・…。・・・・・・・・・・・・…　。・・・…

　Echinolamψas／oshiwarai（I」oriol）・・・・・…　。。・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。。・・…　。…　。。・。。…　。

　Echinoidea　gen．　et　sp．　indeし………・…………＿．……＿＿．＿＿＿＿＿＿．．．

　Fish　scale　・………・・……＿．．＿＿＿．＿．．．．．．．．．．．＿．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．

Algae

　D〃ma’elithon・c£saiPanense　J　ohnson…・……・………………………・…………

　Z晒ψ妙〃um　lmamurai　lsh三j　ima・………・………・・…………・……・……・・……・

　LithbPhPt〃μ加ノayashimaensis　lshij　ima……・…・……………・・…・………………・

　Mesop妙〃umノ妙ω乃加〃nsis　lshij　ima・……・…………・・……・…………・………
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鑑定は増田孝一郎，石島　渉および森下　晶らによる。

　　　　　　　　　　　　　　うしろばた
刈・矢ケ浦付近，野田，油谷町後畑地域の平野，桐ノ木，青村，西山，角山地域の夫婦木，
　　　　こぶき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんじん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むね茶ノ木，木吹，小田，川尻を含めた向津具地域の森末，久原，道手，白木，久津，天神，宗
きよ　　　　　　なんぼう　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほんゆや

清，迫田，南方，大浦，油谷島地域の泊，本油谷，俵島など，さらに海を隔てた角島の元山

に分布する。層厚はおおよそ400mである。本累層も角山累層と同様に模式地で連続した柱

状図を作製できないので第4図に示した概念図で説明する。岩相は塊状で風化して黄色を呈

する灰青～黒色粗～細粒砂岩，灰黒色砂質頁岩～頁岩，およびそれらの互層からなり全体と

して砂岩優勢のプリッシュ型の互層を形成する。砂岩は頁岩を挾むこともあるが，層厚20～

30m，頁岩は層厚5～10mのものが互層するようで，砂岩と頁岩の移り変りの部分で小さい

オーダーの砂岩・頁岩互層となる。角山地域では中礫岩薄層が挾まれ，向津具地域では砂岩

中に中礫を含むことがある。また茅刈では本累層基底部の頁岩中に大礫を含んでいるが，全

般的にみて礫～礫岩はまれである。角山，白木，久原，平野で層厚1mあるいはそれ以下の
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凝灰岩を挾む。油谷島白石＊（小倉，1918a，1919；矢部，1920）および本油谷（Pl．5，　Fig．1）

では層厚1．3～2mの藻類石灰岩一いわゆるLt’thothαmm’um石灰岩一を挾在する。川尻南部

では層厚70cmの炭質頁岩を挾む。小倉（1919）は道手地区の水田下および海岸の砂岩中に

炭層が挾在するといわれるが，確認できなかったことを報告しているが，筆者らもこれを確

認していない。本累層の砂岩中にはまれにtabular　tσlenticular　cross－1aminationが形

成され，層内摺曲（小規模のconvolute　bedding）あるいは層内断層，および頁岩の破片

（dessication　breccia）が観察される。また砂岩中には30～50cmの単位で粒度が粗粒から細

粒となり，その上限は多少の凹凸ないし波状の不明瞭な面で限られ，ふたたび粗粒砂が堆積

する一種のgraded　beddingが形成されている。頁岩層に砂岩層が累重するときにはload

castが形成されていることがある。小倉（1918a，24および28頁，第5，8図；1919，241お

よび243頁，第2，5図）が示した油谷島と大浦の間の地峡部ラカンおよび道手におけるcc層

間摺曲構造”は観察できなかった。しかしながら角島元山北東部＊＊，白石，道手，小田，桐

ノ木，野田では主として砂岩・頁岩互層部にslumpin9によって形成されたと考える横臥摺

曲状構造（第1図版；Pl．4，　Figs．1and　4），　bucklingとそれに伴なった逆断層（P1．5，　Fig．2），

pull－apart，　rubble　deposit，面なし断層およびcross・strata（P1．4，　Fig．2）などの現象が観察

される。最近野田から津黄へ越える峠で新道を建設中であるが，同地の本層基底部はslump

structureを伴なった顕著なrubble　depositであることが判明した。

　化石（第7表参照）の産出は角山累層と同様まれで少ない。動物化石については森末北部

海岸の頁岩からDentaZium　weinkαufii，　SoZemγα醜窃ηαgαε，　NzaCttlα　cf．　pennutα，　SαcceZlα　sp．，

∠lkebiconcんαsp．，．，d【niso（lonta　sp．，五UtnomaαcutiZineαtUm，　IPαPんiαsp・，ヱlfαcon協sp．，　TeZtinα

cf．　notoensis，　C瑚p認α加sp．などを産出した。野田から津黄へ越える峠を北へやや下ったと

ころの含礫頁岩からBatiZLαria　ttzteiωαi，　Cαncθllαriα　sp．，　Anaaarα　sp．，互㎜p誘sp．，1〕Zαcopecten

sp．　Papin’α　cf．　bU’rαbαγαsntiなどを採集した。茅刈の含礫頁岩からはNassαrius　SP．，　Dentαliunz

sp．，　SαcceZtα　sp．　Chlαmors　sp．などを産出した。西山の地たりを伴なった山崩れ跡の砂岩から

まれにOstre（z　sp．，　TeZlina　sp．およびBα1αnus　？sp．を産出する。俵島白石および本油谷のい

わゆるb’tliOthamm’um石灰岩からは（）rαssostreα　cf・sαkitOensis，（lyclina　？　sp・などの貝類の外

に，ウニEchinota・nepαs　yoshiwαvrαiを多産し，蘇虫Cf・（leZleporα！fornzosensisを伴なう。本

石灰岩は主として藻類（IsHIJIMA，1954，1962）から構成され，それらはDermatotithOn　cf．　sαi・

panensθ，　LithophyLtu〃e　lmαmurαi，　b’th・phPtZlum　Ptayαsht’maensis；Mes・P勿Z伽㎜鰐α謝㎜επsδ3

であり，その大多数は1晩sop勿伽偽である。油谷島東部の手長島，その周辺の小島，および

角山海岸北部の本累層下部の砂岩，さらに森末北部海岸の砂岩には伊上累層Ic層に特徴的な

生痕を産出する。また小田南西部海岸の砂岩からは上述のものとは別の型の生痕を採集した。

砂岩および頁岩中にはしばしば植物破片が挾まれる。小型有孔虫化石は再検討した上で報告

する。

　以上地上に露出する川尻累層について述べたのであるが，油谷湾周辺に離れて分布する油

＊小倉（1918a，第6図；1919，第3図）は白石の石灰岩体を砂岩中に挾まれるレンズ状に図示してい

　るが，露出している範囲内ではレンズとは考えない。

＊＊同地のbucklingおよびそれに伴なった逆断層について以前岡本（1961b）は造構造運動と結び付けて

　考えたが，ここで訂正する。
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谷湾層群の各地層を総括する際に必要と思われる点について述べる。すでに岡本（1961b）が

報告したのであるが，角島中央地峡部南側海岸で長径10～25cmの青白色粗粒石灰質砂岩～

砂質石灰岩転石3個を発見した。かかる岩相の露頭は角島では見当らず，岡本が同地を調査

したのは1959年の台風14号が通過した直後であり，また最近岡本は豊北町束法海岸西の双子

島が類似の石灰質岩＊からなることを確認した。したがってこれら石灰質岩転石は角島南側

海底に露出していたものであることは確実である。転石は藻類，小型有孔虫，蘇虫および貝

類破片を含む。小型有孔虫（岡本，1961b）はDiscorbis？　sp．およびRobulus　ZuCiausを主と

した群集であり，藻類（lsHIJIMA，1962）は1）ermatoZithon　sp．などで，それぞれ白石および本

油谷の石灰岩のものに近似の内容で，転石が川尻累層のものであることに間違いない。

E．　伊上，角山，および川尻累層の層位関係

一いわゆるLt’thethammbm石灰岩の積成環境を中心として一

　伊上累層はともかく角山・川尻両累層については詳細な柱状図を得ておらず，さらにこれ

ら各累層は油谷湾を隔ててその周囲に分布するので，それら岩相層序の相互関係の解明には

困難を伴なうのであるが，柱状図の明確な伊上累層と，角山・川尻両累層との層位関係を述

べる（第4図参照）。

　伊上累層基底のIa層類似の岩相が掛淵・角山地域では見当らない。伊上累層Ib層の岩相

は角山累層のそれに類似する部分があり，Ib層上限の礫岩は角山海岸の角山累層上限の礫岩

に対比される。したがって角山累層はほぼ伊上累層Ib層に相当し，掛淵・角山地域では油谷

湾層群はその基底（Ia層）を欠如して，人丸累層をonlapの現象で覆う。角山累層最下部の

含礫～粗粒砂岩は掛淵西部には分布するが東部では観察できず欠如して，その上位の灰黒色

頁岩が人丸累層に直接するように東部に行くにしたがって上位の岩相が人丸累層を覆うよう

である。掛淵北東および角山東部地域では角山累層と川尻累層が区別できず同時異相の可能

性が強いと思われる。

　伊上累層Ic層下～中部に特徴的な生痕が油谷湾竹島および手長島と付近の小島を経て角山

北部海岸まで追跡され，その片鱗は森末北部海岸にも見られ，Ic層の下限は川尻累層の下限

に一致する。森末南部，久原，道手の川尻累層のslump　structureを伴なった主として砂

岩・頁岩互層々準はほぼ同一層準となるであろう。久原でこれよりやや上位層準の頁岩中に

層厚約90cmの白色凝灰岩層が挾まれるが，森末南部・久原・道手地域と油谷湾中の手長島

との位置的関係を考慮して伊上累層と川尻累層の柱状図を比較すると久原の凝灰岩層は伊上

累層Ic層上部の凝灰岩層に対比させるのが妥当と思われる。白木県道付近の凝灰岩も同層

準であろう。堆積構造と凝灰岩層に着目すると野田・桐ノ木付近の川尻累層も森末南部・久

原・道手のものに対比されるであろう。したがって伊上累層Ic層および川尻累層のほぼこれ

に相当すると考える部分の岩相・厚層・堆積構造，分布状態，さらに化石の内容・産出状態

を考慮すると（ARAI・1960；RlcH，　1950，　1951），おそらく伊上累層中？～上部の積成時期にな

ると基盤はEW～ENE方向を軸として北側へ傾動し，油谷湾南部ではIc層中～上部が積成

＊双子島の石灰質岩については目下検討中である。
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し，油谷湾北側ではEW～ENE方向に広く川尻累層が積成するようになったと推定される。

　伊上累層Id層が川尻累層のどの部分に相当するかは不明である。伊上累層Ie－g層の中，

Ie層上部からIf層にかけて主として藻類からなる石灰岩礫が含まれるが，礫の内容および

産状から偽礫と考えられ，かかる礫を含む砂岩にはherringbone　structureが発達する。

Ie－g層に含まれる化石は，層準により多少の相違はあるが，上記藻類の他に貝類，サンゴ，

蘇虫およびフジツボなどであり，これらは一般に水磨されている。本油谷および白石の川尻

累層にはいわゆるLt’thethamm’unz石灰岩層が挾まれ，それは藻類の外に小型有孔虫，貝類，

ウニおよび蘇虫化石を含む。ウニEda’molωmpαs　yosht’wαrαiはすべて背面すなわち凸側を下

にし，口側面すなわち平面側を上にして層面にほぼ平行に横たわって産出し，その内部は全

く藻類によって充撰されており，石灰岩を挾む砂岩・頁岩互層を検討したが，地層が逆転し

ているとは考え難い。さらに角島地峡部南海岸で付近海底から打ち上げられたと推定される

石灰質砂岩転石にはcross・laminationが顕著で，藻類の他に，小型有孔虫，貝類破片およ

び蘇虫化石を産出する。貝川西部のle－g層と本油谷・白石の石灰岩の岩相は似ていないが，

角島の転石は両者の中間を示し，いずれにも類似・共通した部分がある。化石については3

個所とも藻類がほぼ同じ内容であることはいうまでもなく，小型有孔虫では角島の転石で得

たDiscorろis？sp．を主とする群集に類似のものが本油谷・白石の石灰岩から発見されており，

さらに3個所とも轟虫が伴ない，またその内容は異なるが破片状の貝類化石を産出している。

以上の点から考察すると3者は異なる層準のものとは考え難く，shoal・reef（HENsoN，1950）

の存在が推定され，側方への岩相変化の著しいほぼ同一層準の礁性積成物と考えられる。す

なわちle－9層は強い水流と波の機械的な働きがあった熱帯～亜熱帯下の1ittoral～reef・shoal

（bank）上で積成し，化石となった動・植物はその近くで生棲したと思われる。一方本油谷・

白石の石灰岩は水流によって運搬されたEda’nolampαsおよび藻類が流速を失なってfore・

reefの静穏でやや深い環境に沈積した（LAHEE，1959；MAsuDA，1959）fore－reef　limestone＊

であろう。また角島の転石はreef　shoal～fore・reefでの積成物と思われる。これらの岩相

は本邦では礁性堆積物として良く知られている伊豆半島白浜層群原田層（新野，1946；渡

部・見上・鈴木，1952）の積成状態および化石の群集にきわめて類似している。

　伊上累層Ig層より上位層準は海中に没するため不明となる。それに対比されるものが川尻

累層の石灰岩以上の層準であり，かかる層準のものは向津具，角島には分布するが，小田以

東では不明であり，おそらく分布しないと思われる。

F．　油谷湾層群積成時の火成活動

油谷湾層群中には少なくとも2枚の凝灰岩～凝灰質頁岩が挾在している。各地で得たこれ

ら凝灰岩7試料について日置層群のものと同様に岡本が検討した結果石英安山岩（～安山岩

？）の活動に由来するものであるという結果を得た。

＊厳密にはbiostromeである。
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V皿．古銅輝石普通輝石安山岩および流紋岩

　　　　　　　A・古銅輝石普通輝石安山岩（Bronzite・augite・andesite）

本岩は応地〔OJI〕（1961　a・b）の命名による。油谷湾付近第三系は多数のNW～NNW方

向の断層で転移するが，本安山岩は第三系を切るこれら断層に，あるいは断層に平行に巾5

～12mの岩脈として貫入する場合が多い。長門市境川，日置村黄波戸，油谷町小久保，西山，

角山，小田，森末，道手，白木で認められる。角山海岸，小田，森末北部海岸のものは同一

岩体と考えられ，延長約3．2kmにおよぷ。

　なお森末北部海岸で本安山岩を切るNNE方向で巾約1mの岩脈および綾湖で伊上累層に

貫入した岩脈を応地〔OJI〕（1961a・b）は石英粗粒玄武岩（Quartz・dorelite）として報告して

いる。

　　　　　　　　　　　　　　B．　流　紋　岩（Rhyolite）

本岩は応地〔OJI〕（1961　a・b）の命名による。油谷町津黄北西潮吹海岸の含紫蘇輝石ピジオ

ン輝石普通輝石撒榿石安山岩にNW方向で巾約10mの岩脈として貫入する。

V皿【．向津具礫層および撒慌石粗面玄武岩

　川尻累層を不整合関係で覆って主として油谷湾北側の向津具地域に分布する礫層を向津具

礫層と呼ぶ。さらに広く長門市から角島まで主として山陰線より北側の地域に礫層の積成に

引き続いて噴出した緻檀石粗面立武岩が分布する。以下これらについて述べる。

　　　　　　　　　　A．　向津具礫層（Mukatsuku　gravel　bed）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　さごだ
　川尻累層を不整合関係で覆う。油谷町迫田，宗清地域を模式地とする。油谷町森末，道手，

白木，久原，久津，天神，宗清，迫田，松崎，南方，泊，本油谷，角山の木吹，日置村野田

西部などで川尻累層と撤概石粗面立武岩の境界部にわずかに露出・分布する。したがって地

質図には図示していない。また本礫層は連続せず欠如することしばしばであり，道手，森末

以東の分布はまれとなる。分布の高度は木吹，野田西部では標高200m±であるが，北西方

向に向って低くなり，森末・道手付近では標高約100m，宗清，迫田，久津，泊などでは標

高約40mとなり，南方西では海岸に露出する。層厚は約5mである。岩相は主として大～中

礫の礫層である。礫は径最大27cm，一般には5～10cmの円～亜円礫で第三系の基盤岩に由

来した流紋岩・石英斑岩，安山岩類，および少量の礫岩，砂岩と頁岩などであり，これらの

外に若干の川尻累層に由来したと思われる砂岩と頁岩の亜角礫があり，また緻撹石粗面玄武

岩およびその凝灰岩と思われるものが含まれる。基質は細礫～砂の場合が多いが，粘土およ

び凝灰質な部分もある。淘汰は普通～不良である。本層からの化石は未発見である。

　　　　　　　　　　B．　緻概石粗面立武岩（Olivine・trachybasalt）

本岩は倉沢・高橋　清（1960）および応地〔OJI〕（1961　a・b）の報告による。先に述べたよう
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に向津具礫層は本玄武岩およびその凝灰岩に由来したと思われる礫を含むこと，基質に凝灰

質な部分があるなど，火山活動を推定できる露頭が泊，迫田，森末などで観察される。本玄

武岩およびその凝灰質岩は不整合的関係で向津具礫層を覆う場合もあるが，むしろ両者は漸

移整合的である。さらに本玄武岩は礫層を挾むことから向津具礫層と本立武岩の関係は密接

で整合と考えられる。日置村椎茶屋付近，茅刈・矢ケ浦から黄波戸口にかけて，北山を中心

として坂本，炭床，野田に，油谷町雨乞山を中心とした桐ノ木・大畠・青村・西山・木吹・

夫婦木・仏崎・中畑地域，ほぼ向津具・油谷島の全域，豊北町角島元山，尾山西部などに分

布する。層厚は約150mである。岩相は主として熔岩よりなるが，少なくとも数枚の赤紫～

黄褐色の火山礫凝灰岩～火山角礫岩，および礫岩を挾む。本岩が岩脈として第三系を切るか

岩床として送入する場合もある。竹田・井田・安藤（1958）は本岩中に捕獲された基盤岩を

認めている。

IX．古市礫層および尾山礫層
　主として日置村古市周辺に分布する緻撹石粗面立武岩より新期の礫層を古市礫層（Furui－

chi　gravel　bed）と呼ぶ。本礫層は第三系のみならず恐らく緻檀石粗面玄武岩をも不整合関

係で覆うようである。日置村古市東部から黄波戸口付近を模式地と’B一る。日置村堀田，黄波

戸口，宮尾，大内山，狩軸，新市，長行，長門市境川，開作，油谷町蕎麦地，大坊，上野，

岡などに分布する。分布の高度は古市付近で標高20～80m，境川付近で標高0～40m，蕎麦

地付近で標高40～70m，上野・岡付近で標高0～20mである。層厚は最大20mであるが，通

常は10m±である。岩相は黄褐色の砂および雑色の中～大礫からなる。礫は径最大50cm，

通常10cmまでの円～亜円礫あるいは亜角礫で，第三系の基盤岩に由来した流紋岩・石英斑

岩，安山岩類と凝灰質岩が多く，若干の花歯岩，半花商岩，閃緑岩，結晶片岩，砂岩，頁岩，

チヤートと石英，および第三系砂岩，頁岩と凝灰岩，さらに撒檀石粗面玄武岩などである。

これらの礫は砂～細礫岩，粘土および凝灰質物によって充損されている。場所により礫の大

きさは異なり，淘汰は普通～不良である。これら各地に分布する礫層は多少の新旧関係があ

るかとも思われるが，一応ここでは一括しておく。

　角島尾山地域で轍概石粗面玄武岩を覆って，標高数～40mに分布する尾山礫層（Oyama

gravel　bed）についてはすでに岡本（1961b）が報告したのでここではその詳細を述べない。

　これら礫層については詳細な地質調査および地形面との関係など今後の問題が残されてい

る。

X．地　　質　　構　　造

　本地域第三系のうち日置層群は日置村黄波戸・長門市境川地域でNNW方向の軸を有する　ノ

非対称向斜構造を示し，油谷町・日置村地域ではEW方向の軸を有する非対称の向斜ないし

は西に開いた半盆状構造を形成する。一方油谷湾層群は積成の初期のものは日置層群と同一

構造で油谷町伊上地域にわずかに分布するが，次第に積成盆を拡大し，日置村茅刈から角島

までほぼENE－WSW方向に広く分布し，同方向の軸を有しNNW方向へ傾斜する波状単

斜P構造を示す。これら第三系は多くのNW～NNW方向の断層で転位し，松下（1951）の
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いわゆる筑豊型構造を示す。以下第三系構成単元毎の走向・傾斜と摺曲，および断層につい

て述べる。

A．走向・傾斜および摺曲

1．　先大辻期安山岩類

　日置村黄波戸口から油谷町津黄に分布する含紫蘇輝石ピジオン輝石普通輝石撤檀石安山岩

および轍檀石安山岩はおおむねNWW・10～20°Sの走向・傾斜で単斜構造を示す。本安山

岩類に覆われる基盤の関門層群も同傾向の構造を持つ。角島に分布する普通輝石安山岩の構

造は不明である。

2．　日置層群

　日置村茅刈・矢ケ浦・黄波戸地域ではNS～NWの走向，10～20°SWの傾斜で，長門市境

川・開作地域ではNNW～NWの走向，5～10°SWの傾斜であり，これらの地域の本層群は

NW～NS方向の二位ケ浜一黄波戸断層，およびEW方向の開作断層で南西ないし南側の基

盤岩類に接するが，基盤に近接する所で向斜構造が認められ，これらの地域で非対称向斜構

造を形成する。

　油谷町立石・津黄から山陰線以北の地域を経て日置村・大内山・長門市十楽に至る地域で

はおおむねNNW～NWの走向で，10～20°SWの傾斜を有し，北東側に分布する先大辻期

安山岩類および基盤岩類の構造と同傾向である。立石および日置村炭床地域ではNEE方向

を軸とする小規模の背斜・向斜構造が認められる。大内山以西で，ほぼ山陰線以南の地域で

は，北側はN～NWW・10～15°SW，南側はNE～NEE・10～30°NWの走向・傾斜を有し・

十楽一貝川断層に沿ってほぼEW方向で西落ちの摺曲軸を持つ向斜構造を示し，これらの地

域全体で非対称向斜ないしは西に開いた半盆状構造を形成する。

　角島中央地峡部の角島砂岩層はNW～NNW・40～60°NEの走向・傾斜を有し，　NW方

向で北東側に漸次新しい岩層が階段状に現われる断層帯中にわずかに露出する。

　3．　油谷湾層群

　油谷町伊上地域の伊上累層は山陰線沿線部でNS～NWW・5～15°SW，南側ではNE～

NEE・5～20°NWの走向・傾斜を有し，下位の日置層群人丸累層の向斜ないし半盆状構造

とほぼ同じ傾向を示す。角山累層，および茅刈から角島まで分布する川尻累層は大局的にみ

てNE～NEEの走向，10～25°NまたはSの傾斜で，　ENE－WSW方向を摺曲軸とする短軸

摺曲を繰り返し，ときに小さな半盆状構造を作り，全体としてNNW方向へ傾斜する波状単

斜構造？を呈するものと推定する。

　先にも述べたように特に川尻累層ではslumpin9により形成されたと考える横臥摺曲状構

造＊などの非造構の変形が認められる。

＊河合（1963）は彼の山陰衝上系を形成した北～西側からの圧迫は新第三紀まで継続したと考え，その

根拠としてこの横臥摺曲状構造を指摘した。しかし筆者らはこの構造は造構運動によるものとは考え

難い。
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写・断 層

本地域新生界を切る断層はEW方向，　NW～NNW方向，およびNNE方向のものなどに

分けられる。

1．EW方向断層

　第三系と南側基盤岩類とを劃する開作および十楽一貝川断層＊が最も顕著である。本断層

は大きくみてEW方向であるが，　NW～NNW方向断層によって寸断された状態を示す部分

部分はNEからWNWまでの種々の方向を持つ北落ちの正断層であり，不整合ではないかと

思われる個所もある。この他EW～ENE方向の小断層が第三系中にかなり認められる。

2．NW～NNW方向断層

NW～NNW方向の断層は全域にわたってかなり発達する。この方向の断層中最も顕著な

のは日置村二位ケ浜から黄波戸を経て十楽に至るNW～NS方向の二位ケ浜一黄波戸断層で，

東落ちでその落差は見掛け上200m十に達する＊。角島地峡部にも顕著なNW方向の断層（帯）
　　　　　　　　　　　　　わく
があり，その延長は豊北町和久海岸で認められ，二位ケ浜一黄波戸断層と同一の性格を示す。

一般に本系統の断層は山陰線以南の地域では良く確認されるが，山陰線以北の地域ではその

発達状態を把握し難い。断層面は露頭では垂直または高角度のものが多い。先にも述べたよ

うに，これら断層に沿ってあるいはかかる方向に古銅輝石普通輝石安山岩の貫入がしばしば

認められる。

3．　NNE方向断層

　本地域西部に，すなわち角島中央地峡部でNNE方向の角島断層が顕著であり，この他油

谷町ラカンなどで認められる。

　ここで特に注目しておきたいことは筑豊および小倉炭田など（松下，1951）の第三系はそ

の東縁でNW～NNW方向の断層（基盤断層）によって基盤岩類に接し，これら断層に沿っ

て向斜構造を作り，西縁では不整合関係で基盤岩類を覆う構造を示している。これに対し本

地域では今岬に紫蘇輝石撒概石玄武岩の小露出があり，これを不整合関係で覆った第三系は

SW方向に傾斜し，二位ケ浜一黄波戸断層によって基盤岩類に接し，この断層に沿って向斜

構造を作る。さらに津黄から黄波戸口を経て十楽に至る地域で基盤岩類を不整合関係で覆っ

＊高橋英太郎（1957）は朝鮮慶尚盆地北縁で北側の先カンブリア紀太白山基盤岩体が南側の慶尚層群に

　衝上関係をなすEW方向の安東衝上が本断層と関係づけられるのではないかと述べている。　　　　　　1

＊＊筑豊炭田などの第三系の東縁ではNNW断層で第三系が基盤岩に接するが，これは急傾斜した不整合

　面であって第三系と基盤との間に断層面の見られる所もあるが，大転位をした断層ではなくきわめて

　小さな断層とする考え（田代，1952）がある。また福岡県下諸炭田の基盤断層の性格（松下，1963）

　および基盤地質構造（松本達郎，1951，1962）を考慮し，黄波戸・境川地区と油谷町・日置村地域の

　日置層群の岩相および層厚の相違を考えると，性格の良く似た本断層は見掛け上大きな落差を示すが
　実際は小規模なものであり，むしろ第三系積成以前に大きく活動したと考える。開作および十楽一貝

　川断層についても同様な性格が考えられる。なお最近坂倉（1964）はかかる性格の断層を堆積断層
　（sedimentary　fault）と名付けている。
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た第三系はSW方向に傾斜し本地域南側基盤岩類にEW方向の十楽一貝川断層で接し，断

層に沿って向斜ないし半盆状構造を作る。なお豊北町神田地域でNS～NNW方向に分布する

第三系も，その束縁は不整合関係で基盤岩類を覆い，ほぼW方向に傾斜し，西縁は角島地峡

部から豊北町和久海岸以南に至るNNW方向断層で基盤岩類に接し，この断層に沿って向斜

構造を作る。ここでNW～NNW方向とは異なるEW方向の十楽一貝川断層があることも注

目すべきであるが，筑豊炭田などと本地域第三系の構造を比較すると第三系がNW～NNW

方向断層で基盤岩に接し，その断層に沿って向斜構造が認められるのは筑豊などでは束縁で

あるのに対し，本地域では西あるいは南縁であり，第三系が不整合関係で基盤岩を覆うのは

筑豊などでは西縁であるが，本地域では東あるいは北東縁であり，筑豊などと当地域では構

造上の東西関係が逆になる。松本達郎（1951，1962）は北九州・西中国の第三系積成盆湾入

の形はNNW－SSEの朝鮮L方向の構造系統を表現し，それらの分布地区間に基盤の分布があ

り，第三系積成盆では複地溝状形が，基盤には複地塁状形が読みとられると述べ，さらに基

盤変形について言及しているが，筑豊などと当地域では断層および不整合の位置が東西入れ

換ることは，基盤地質を考察する際の重要な資料となる。

C．　向津具礫層および緻檀石粗面玄武岩と断層との関係

　油谷町泊では概寛石粗面玄武岩の火山礫凝灰岩にNWおよびENE方向の小断層が認めら

れ，また日置村長行では黄波戸礫岩砂岩層が轍概石粗面玄武岩とNNW方向断層で接する。

向津具礫層および玄武岩の分布を追跡し，地質図を描くとEWおよびNW～NNW方向断層

により第三系は大きく転位するが，礫層および玄武岩にはその影響が見られないようである。

また玄武岩を切る断層方向は礫層積成前の断層方向にほぼ一致する。角島断層などNNE方

向断層と向津具礫層および玄武岩との直接関係は不明である。しかし角島では尾山礫層は尾

山地域には分布するが，元山地域ではその痕跡すら発見できず両地域は地質のみならず地形

にも相違が認められることからNNE方向断層は最近においても活動したことが推定される。

　山崎（1959a）および松本征夫（1961）によれば本玄武岩にほぼ対比される佐世保・唐津

炭田松浦玄武岩類はB1－B4と区分され，同地域NW方向断層はその下部（BrB2）を切

るが，その上部（B3－B4）に覆われており，松浦玄武岩類の活動とNW方向断層は時期的

にも密接な関係があると推定している。したがって向津具礫層および撒檀石粗面玄武岩につ

いてもかかる見地からの検討も今後必要であろう。

XI．地質時代および対比

A．　先大辻期玄武岩および安山岩類

　紫蘇輝石轍撹石玄武岩，含紫蘇輝石ピジオン輝石普通輝石緻檀石安山岩および轍檀石安山

岩などは八幡層（浦河世）より新しく日置層群より古いという野外の事実以外に時代決定の

資料を持たない。本地域周辺にはその時代が白璽紀末と考えられている多くの火成岩類（長

谷・他，1954；長谷〔HAsE〕，1958，1960）があり，また広島県双三郡作木村の作木火山岩
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　　　　　　　　　　すりたき
類＊（吉田・1961）は摺滝化石植物群（遠藤，1959；今村・吉田・三浦，1960）を産出し，

その時代はヘトナイ世とされているが，これら白璽紀末の火成岩類に比較して本玄武岩およ

び安山岩類は新期のものであると思われ，その時代を一応古第三紀としておく。村上（1959）

は須佐，益田，浜田などに第三紀旧期の火山岩類を報告したことがあるが，その時代の根拠

を分布，ジルコンおよび本地域における火山活動に求めている。北部九州炭田地域第三系（松

下・1949）には凝灰岩は挾在するけれども火山岩体は認められない。小原〔OHARA〕（1961，

1962）は重鉱物の立場から北九州諸炭田の古第三系積成当時の火山活動について言及してい

る．本玄武岩および安山岩類とこれら火山活動の一部との関連も考えられるが，現状では対

比困難である。なお松本征夫（1961）は朝鮮慶尚北道長薯層群および凡谷里層群の火山岩類

の時代をG漸新世”としているが，本立武岩および安山岩類をこれらに対比させることも困

難である。

B．　日　　置　　層　　群

　本層群の境川累層黄波戸礫岩砂岩層および峠山累層の岩相は筑豊炭田芦屋層群山鹿・坂水

層の岩相に類似し，芦屋動物群を産出している。さらに本層群中に挾まれる凝灰岩（骨石）

層の発運状態・堆積輪廻，および小型有孔虫の予察的検討（岡本，1960）を考慮すると黄波

戸礫岩砂岩層は芦屋層群山鹿層（松下，1957），佐世保炭田杵島層群曲川層（高橋良平・他，

1957）および唐津炭田佐里砂岩累層・行合野砂岩累層下部（山崎，1959b）にほぼ確実に対

比できる。

　かくすると1堆積輪廻層からなり，貝類化石を産出せず，非海成の疑も持たれる十楽礫岩

頁岩層は，岩相上下部の礫岩を主とする部分に赤紫色を呈する部分もあることなどから筑

豊・小倉炭田の大辻層群出山層に，上位の炭質頁岩を挾み頁岩を主とする部分は遠賀層（松

下・1949，1957；岩橋・小原，1959）に対比させることも考えられる＊＊。しかしながら花粉

化石の立場から高橋　清（1962a）は小倉炭田の古第三系は筑豊炭田の遠賀相当層から始ま

ると述べていることを考慮して十楽礫岩頁岩層を筑豊炭田大辻層群遠賀層に一応対比させて

おく。したがって本部層はまた崎戸・高島・唐津炭田の西彼杵層群間瀬層および杵島層群杵

島（累）層（水野・高橋　清，1962；水野，1963）に対比できることになる。なお山口県豊浦

郡西市付近の礫岩，砂岩および頁岩よりなる古第三系は高橋　清〔TAKAHASHI，　K．〕（1961，

1962b）の花粉化石の研究を考慮することにより本部層に対比されるであろう。

　峠山累層は芦屋動物群を産出することの外に，最上位層準の凝灰岩層は，それ以下が流紋

岩～石英安山岩質であったのに対し，石英安山岩～安山岩？質である。一方杵島層群の凝灰

岩は石英安山岩（山崎・松本征夫・冨田〔YAMAsAKI，　MATsuMoTo，　Y．　and　ToMrrA〕（1959a・b）

～流紋岩に由来するが，相ノ浦・佐世保層群のものは石英安山岩に由来すると考えられてい

＊松本達郎（1962）は作木火山岩類を八幡層に対比されるものの一部と考えている。

＊＊黄波戸部落西方の十楽礫岩頁岩層と思われる小露頭から採集した植物化石は対比・時代決定に用いる

　には不十分と考える。遠藤は筆者らに同地化石植物群の時代は中新世になる可能性が強いと述べた。

　同地周辺には出山層に比較される岩相が分布するのでこの露頭が出山層？であるとすれば，小倉炭田

　出山層から中新世阿仁合型植物群（斎藤林次，1957）および下関市出山層（高橋英太郎，1959）から

　古期鮮新世とされている幡生植物群を産出したことと符合するものがある。
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る（松井，1961）。したがって峠山累層は佐世保炭田杵島層群三川内・早岐・大塔累層（一行

合野砂岩累層中～上部・畑津砂岩累層・畑津頁岩累層）（高橋良平・他，1957；山崎，1959b）

第8表　　油谷湾付近第三系と北部九州および山陰・瀬戸内第三系との対比表

時代 λ左世保炭田 翫萱炭田 油谷湾地域 山喰（島根県） 瀬戸内（荻蘭）
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本表は主として以下の資料によりまとめた。
　佐世保・筑豊炭田地域……浅野〔AsANo〕（1962a・b），岩橋〔lwAHAsHI〕（1961a・b・c），松井

　　　　　（1961），松本征夫（1961，1963），松下（1949），松下・他（1956），水野（1962a・b，

　　　　　1963），水野・高橋清（1962），MuRATA（1961），　OJI（1961b），首藤（1963a・b）・

　　　　橘（1963），高橋清（1962a・b），高橋良平・植田・岩橋（1957），　TANAI（1961）・お

　　　　よび山崎（1959b）。

　山陰・瀬戸内地域………今村〔IMAMuRA〕（1957，1963），今村・小島・梅垣　（1953）・MuKAE

　　　　　（1958），岡本（1959），および多井〔TAI〕（1959，1963）。
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にほぼ対比できるであろう。峠山累層と芦屋層群の関係については，岡本の観察では人丸累

層の砂岩々相は脇田層上部の佐世保型の砂岩に近似のものが多く，また水野（1963）は相ノ

浦層群に含まれると同様の粗粒砂岩が芦屋層群上部に挾まれ，貝類化石では芦屋層群上部に

含まれるものが西彼杵半島周辺地区ではむしろ水野の佐世保階の地層群に含まれるとしてい

る点に留意すると峠山累層は芦屋層群坂水層および脇田層下～中？部に対比される可能性が

非常に強くなる。しかしここでは一応峠山累層を坂水・脇田層（松下，1957）全体に対比さ

せておく。

　人丸累層は挾在する凝灰岩層が峠山累層最上位のものに引き続いて石英安山岩～安山岩？

に由来するものであること，（70rbiculα（Corbiculα）matzssitat’を産出することなどから相ノ浦

層群（岩橋，1961b）（一部？）に対比されることは確実である。人丸累層からの大坊化石植

物群についてTANAI（1961）は相ノ浦化石植物群に含められるものであると述べたのに対し，

高橋英太郎く1959b）は相ノ浦型より古期のものとしたが，筆者らには本植物群を相ノ浦化

石植物群に含めるのが好都合である。先にも述べたように人丸累層の岩相に着目すると本累

層の一部は芦屋層群脇田層の一部にも対比される可能性がある。

　角島砂岩層の岩相は芦屋層群山鹿・坂水層のそれに似るが，貝類化石の内容はBαtillαria

takeimai，　Crαssostrecs　grαnitesta，（lyclinaノαpo蕩cαなどで，これら群集は相ノ浦・佐世保層群

から産出している（水野，1956b，1963）。しかし，それらの中でBatiZlαria　tαkeharaiは豊北

町神田地区の峠山累層相当層からかなり産出することが判明した。したがって現状では，先

にも述べたように相ノ浦層群（一部？）に対比される人丸累層の異相と考えるのが最も妥当

であろう。

　筆者ら（今村・遠藤・岡本，1958；今村，1958）は黄波戸礫岩砂岩層から産出した野田化

石植物群を報告して本地域のce芦屋”層群の時代は古第三紀であると述べた。人丸累層から

大坊化石植物群を産出する。高橋英太郎（1959b）は本化石植物群を藤岡の鑑定に基き，相

ノ浦化石植物群よりは野田化石植物群に近く，その時代を漸新世として報告したが，TANAI

（1961）はこれは相ノ浦型植物群であり，中新世古期とした。高橋　清〔TAKAHAsHT，　K〕

（1962b，1963　a・b）は黄波戸礫岩砂岩層および人丸累層からの試料の花粉を検討して佐世保型

の花粉群を産出することからその時代を漸新世～中新世古期とした。黄波戸礫岩砂岩層およ

び峠山累層から産出する芦屋動物群の時代についてはNAGAo（1928　a・b）以来HATAI
（1938），HmAYAMA（1956），水野（1956a，1962a），　OYAMA，　MIzbNo　and　SAKAMoTo（1960），

首藤（1963a）などの研究があり漸新世～中新世古期とされてきた。（70rbicztlα（（】orbicntα）

matusitai（SUZUKI，1941）は相ノ浦・佐世保・野島層群および山陰古浦累層（中新世）から

産出している。角島砂岩層からの貝類化石群集については水野（1963）の佐世保階に特徴的

で，その時代は中新世古～中？期と考えられている。

　しかし浮遊性有孔虫の立場から浅野〔AsANo〕（1962a・b）は杵島層をAquitanianの下限

としているが，首藤（1963a・b）は間瀬・杵島（累）層が漸新世となり，これらを除いた西彼

杵・杵島層群から，加勢累層を除いた佐世保層群までがAquitanianになると推定している。

したがって本地域では暫定的に十楽礫岩頁岩層の時代を漸新世とし，これを除いた日置層群

の時代をAquitanian一中新世古期一としておく。
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C．　油　谷　湾　層　群

　本層群の岩相は概して佐世保層群のそれに近似する。貝類化石で対比・時代決定に重要な

ものとして次のものがある．すなわち伊上累層ではPoZinices　cf．㎜蛤伽廊，　C励α町3（C配α漉ツs）

cf・αrαkαwαi，　ChZα〃tpts（ChZαmpts）cf・miptαtokoenst’s，　Ketorapecr　3　cf・egregizzs，　lima　cf・konnoi，

’角山・川尻累層ではBαtiZZαria　tateiwai，　SiphonαZiα　osαwanoenSt’s，　Nuculanα　cf．　pennuZα，　IYol。

dia・cf・tokumagαδ，　Pr・peamussizam　tateiwα玄，　TeZlinα　cf・n・teemsis，　Cuspiaariα’cf・・sαωαn・enSis

をあげることができる。川尻累層からCrαssostreα　cf．　sαkitOenrsisを産しているが，この外に芦

屋動物群の要素を油谷湾層群は含まない。したがって上記の内容から油谷湾層群は八尾・門

の沢動物群の要素およびそれらに伴なうものを産出するということができる。蘇虫Cf．（】ell－

eporα　formos（lmsisはBurdigarianのものとして知られており，ウニEchinoZαnzpαs　yoshiwarαdi

は従来ぐ沖新世中期”とされた時代の地層から産出し，窃π砺α漉ppo疲cαは中新～鮮新世のも

のとされ，さらに藻類DermatoLithOn　cf．　sαipα7zerzseはSaipanのTagPochau　limestone

（Aquitanian）から報告されたものに似ており，　Mesophty　ZZm　YuγαsntmmsisはNorthern

Lauから報告されたMesophPtLburn　mangoenum（中新世）に近縁のものとされている（ISHI・

JIMA，1962）。これら化石の中で貝類化石を最も重要視すると，佐世炭田相ノ浦・佐世保層群

の貝類化石については今後の問題が残されているとしても，福井・加勢（累）層の貝類化石が

相ノ浦層群および佐世保層群下～中部のものに比べて最も八尾・門の沢動物群の要素に近縁

のもので特徴づけられると考えてさしつかえないであろう（水野，1956b，1963；首藤，1958；

波多江・有吉・田代，1961）。したがって油谷湾層群は加勢層，あるいは佐世保層群上部にま

で対比される。また本層群は山陰地域第三系では石見層群川合・久利累層（岡本，1959），

瀬戸内地域のものでは備北層群（今村，1953；多井，1963）ジさらに南朝鮮では慶筒北道の

延日層群（金原，1936）にほぼ対比できる。

　従来八尾・門の沢動物群の要素あるいはそれに随伜するものによって特徴づけられる層準

の時代は中新世中期とされた。本邦ではこの時期に1協og）lp8加α・Operceslines動物群を伴なう

が，その時代は浮遊性有孔虫の立場（斉藤〔SArro〕，1963a・b；首藤，1963a）からBurdigarian

とされている。したがって油谷湾層群の時代はBurdigarian一中新世中期一とする。

D．　古銅輝石普通輝石安山岩および流紋岩

　これら火山岩類活動の時代をOJI（1961b）は中新～鮮新世としている。古銅輝石普通輝石

安山岩および石英粗粒玄武岩は油谷湾層群より新しく緻檀石粗面玄武岩より古期のものであ

ること以外時代決定の資料を欠く。山口県東部高山岬立武岩をOJI（1961）は古銅輝石普通輝

石安山岩とし，これと密接な関係があるものとして同地付近の粗粒玄武岩を報告しているが，

本地域古銅輝石普通輝石安山岩および石英粗粒玄武岩は岩石学的に高山岬玄武岩などと一連

で同時期のものと考える。一方北西九州の肥前粗粒立武岩類は山陰グリーンタフ地域の高山

岬玄武岩，高山斑栃岩の活動と同性輩牽有し，同時期のものと考えられている（松本征夫，

1961・1963）ことから・．古嗣輝石普通輝石安山岩および石英粗粒立武岩は肥前粗粒立武岩に

対比され，それら活動の時期は中新世新期となる。ほぼこれと同時期に山陰（島根県）では

石見層群大森累層の顕著な火山活動（MUKAE，1958）がある。
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　流紋岩も先大辻期安山岩類より新期のものであること以外時代決定の資料を持たない。武

雄流紋岩ないし肥前粗粒玄武岩類に対比されるものかも知れないが，ここでは一応OJI（19

61b）の考えに従っておく。

　　　　　　　　　　　E．　向津具礫層および緻檀石粗面玄武岩

　本礫層とこれを覆う玄武岩との関係，およびこれらの分布・性格は佐世保・唐津炭田の八

ノ久保・佐留志砂礫層と松浦玄武岩類とのそれら（岩橋，1961a；　山崎，1959a）にきわめ

て類似している。また本玄武岩および松浦玄武岩類は岩石学的にも環日本海新生代アルカリ

｛岩石区の構成員として同時期で一連の活動によるものと見倣されている（松本征夫，1961；

OJI，1961b）。したがって向津具礫層は八ノ久保砂礫層，佐留志砂礫層，および長崎県西彼杵

半島の面高礫岩層（野田・牟田，1957）に対比され，轍撹石粗面玄武岩は九州北西部に広く

分布する松浦玄武岩類に対比できる。下関および北九州市などに分布する撒概石玄武岩の時
代を松浦玄武岩類より新しいとする考（首藤，1962c）もあるh・“，立武岩下には礫層を伴な

2とこうもあり，岩石学的にも松浦立武岩類に相当すζものも存在する（高橋英太郎，1957；

OJI，1961b）ようである。

　高橋英太郎（1953）は本礫層の時代を鮮新一洪積世（12）とし，本立武岩を洪積世（J1）とし

fc。岩橋（1961a）は従来の資料を検討して八ノ久保砂礫届は11あるいは12以後に積成を始

めたと推定し・松浦玄武岩類の噴出開始時期は礫層以後とした。しかし，松本征夫（1961）は

松浦玄武岩類の時代を鮮新世としている。首藤（1962c・d）も八ノ久保砂礫層を12，松浦玄

武岩類を12～J1としたが，最近はこれらをほぼ鮮新世としている（首藤，1963b）。さらに橘

（1963）は茂木植物化石層（鮮新一最新世）が松浦玄武岩類のBrB2に相当すると思われる

茂木玄武岩を不整合関係で覆うことを報告している。以上の諸研究から八ノ久保砂礫層相当

層および松浦玄武岩類の時代が鮮新世になることがほぼ確実であれば，これらに対比される

向津具礫層および轍撹石粗面立武岩の時代も鮮新世となるであろう。

　島根県浜田市付近に分布する都野津層の時代について高橋英太郎（1959b）は植物化石の立

場から鮮新世古期としているが，今村〔1￥AMu耳A〕（1957，1963）1まStegodon　sp．，　Bison　sp．，

およびM磁3e興o紬ノαponica，　Seguoi　αsenbperivirens，　GLYpix）strobus　europαezas，　Liguiaαrnbαr

sp．などを産出することから鮮新世新期～洪積世古期と考えている。都野津層と向津具礫層

および撒概石粗面立武岩との比較も考えられるが，おそらくこれらは時代を異にするものに

なると推定している。

F．古市礫層および尾山礫層

　先にも述べたようにこれら礫層についての検討は予察的段階を出ず，地形との関係も明ら

かでない。また古市礫層としたものに多少の新旧関係があるかとも思われ，さらに両礫層が

確実に同時期のものかどうかもわかっていない。

　山口県西部から北九州・福岡市付近の璽礫層”（高橋英太郎，1953，1959b，1961；高橋英

太郎・他，1958；首藤，1962a・b・c・d；浦田，1962）と比較検討して，古市・尾山礫層は首
　　　　　　おうざい
藤の九重期の大在～島郷亜期（J1～J2）の堆積物であろうと思われるが，確実な対比は今後の

問題となる。
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　山口県長門市西部，大津郡日置村・油谷町，および豊浦郡豊北町角島に分布する新生界を

検討した結果，以下のことが明らかになった。

　1．　この地域の新生界の層序（第1表）は，下位から上位へ，紫蘇輝石緻檀石玄武岩・含

紫蘇輝石ピジオン輝石普通輝石撤概石安山岩・轍撹石安山岩・普通輝石安山岩，日置層群，

油谷湾層群，古銅輝石普通輝石寮山岩など（岩脈），流紋岩（岩脈），向津具礫層，緻概石粗

面玄武岩，および古市・尾山礫層に区分される。

　2．　先大辻期玄武岩および安山岩類の時代は古第三紀と推定する。

　3．　日置層群は境川（さらに十楽礫岩頁岩層と黄波戸礫岩砂岩層に細分する），峠山，人丸

の3累層，および角島砂岩層に区分される。十楽部層は大辻層群遠賀層に対比されるであろ゜

う。黄波戸部層および峠山累層は芦屋動物群および野田（芦屋1化石植物群などを産出し，芦

屋層群山鹿，坂水層，および脇田？層に対比できる。人丸累層は（】gr66（㍗Zα（Cbrbiculα）matu・

蕊翻および大坊（菱海）化石植物群などを産出し，相ノ浦層群（一部？）に対比される。角島砂

岩層は水野の佐世保階に特徴的な貝類化石を産出する。本部層は人丸累層の異相となる可能

性が強い。

　4．油谷湾層群は日置層群を非整合関係で覆うと考える。本層群は伊上（さらにIa～19層

に細分する），角山，および川尻累層に区分される。伊上累層を模式とし，角山累層は伊上

累層の比較的下部に，川尻累層は伊上累層の中～上部およびそれ以上の層準に相当する。八

尾・門の沢化石動物群の要素またはこれらに伴なう貝類化石などを産出し，加勢層ないし佐

世保層群上部，さらに山陰川合・久利累層および瀬戸内備北層群に対比される。

　5．　向津具礫層は轍撹石粗面玄武岩に整合関係で覆われる。それぞれ八ノ久保・佐留志砂

礫層および松浦玄武岩に対比される。

　6．　日置層群は日置村黄波戸・長門市境川地域と油谷町・日置村地域の2っの地域に分布

し，前者はNNW方向の軸を持つ非対称向斜構造を示し，後者はEW方向の軸を持つ非対

称の西に開いた半盆状構造を示す。しかし各積成盆毎の第三系が基盤に接する部分が，筑豊

炭田付近では東縁が断層で，西縁が不整合であるのに対し，本地域では卑あるいは北東縁が

不整合で，西あるいは南縁が断層である。

　油谷湾層群は，積成の初期のものは油谷町伊上地域に分布し日置層群と同構造を示すが，

むしろENE－WSW方向に広く分布し，同方向を軸としNNW方向へ傾斜する波状単斜？

構造を示す。大局的に本地域第三系は筑豊型の構造をなす。

　7．第三系については多くの問題が残されているが，当面の問題としては化石一特に微化

石一層位学の立場から再検討を試みる予定である。また古市・尾山礫層についても今後詳細

に検討されねばならぬ。
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第9図版山口県油谷湾付近の地質図および断面図



PL．　m　　図　版　説　明

FIG・L　　粗粒砂岩中に含まれるいわゆるLithothamniam石灰岩の偽礫，油谷湾層群伊上累層If

　　　　層。油谷町貝川西部海岸。

FIG．2．　rubble　depositに含まれる粗粒砂岩角礫。基盤岩に由来した堅硬な礫が第三系砂岩角

　　　　礫中に落ち込んでいる。油谷湾層群伊上累層Ig層。油谷町貝川西端通称鴨の大瀬。

FIG．3．　　油谷湾層群伊上累層Ig層一rubble　deposit一の岩相。油谷町貝川西端通称鴨の大瀬。

FIGs．4－5．砂岩に含まれる生痕。径2～3cm，高さ約5cmの楕円～倒立円錐体の泥質岩を径5～

　　　　6mmの砂管が貫く。図はほぼ地層面上での状態を示す。油谷湾層群伊上累層Ic層。油谷

　　　　町綾湖海岸。



Geol．1ヒψ．，　Hiroshima乙痂o．，ノV∂．13（OKAMoTo　and　IMAMuRA） PL．　III



FIG．1．

FIG，2．

FIG．3．

FIG．4．

PLW　　図　　版　　説　　明

　rubble　deposit中に見られる砂岩・頁岩互層の横臥襯曲状構造。油谷湾層群川尻累層。

油谷町津黄南部。

　油谷湾層群川尻累層の細粒砂岩・頁岩互層。佐世保層群のそれによく似る。低角度の

面なし断層が形成されている。本層はF量g．1の瓦礫堆積物の上位にある。油谷町野田p，

野田から津黄へ越える峠。

　load　castおよびsand　balls。粗粒砂岩のsand　ballsが細粒砂岩中に落ち込んでいる。

油谷湾層群角山累層。油谷町角山海岸。

　slumpingにより形成された頁岩を挾む細粒砂岩層の横臥摺曲状構造。油谷湾層群川

尻累層。油谷町久原。



Geol・Rψ・，　Hiroshima　Univ．，　No．13（OKAMoTo　and　IMAMuRA） PL．　IV



PL．　V 図　　版　　説　　明

FIG・1・　　いわゆるLithothamnium石灰岩の露頭．石灰岩の層厚約1．・3m。下盤は細粒砂岩，上盤

　　　　は不明である。油谷湾層群川尻累層。油谷町本油谷。

FIG。2・　　逆断層を伴なったbuckling。細粒砂岩・頁岩互層中に見られる。油谷湾層群川尻累層。

　　　　豊北町角島元山北東部。

FIG・3・　　分離した砂岩の転動を伴なったconvolute　beddingおよびflowage。白色部は細粒砂

　　　　岩，黒色部は黒雲母の密集した葉理を示す。日置層群人丸累層。油谷町畠島。

FIG・4・　波漣痕。河床に露出した地層面上に見られるもの。波長5～8cm，振巾5～8mmである。

　　　．日置層群人丸累層。油谷町立石。



PL．　V060乙Rψ，Hiroshima　Univ．，八7∂．13（OKAMoTo　and　IMAMuRA）



FIG．1．

FIG．2．

FtG．3．

FIG．4．

PL・W　　図　　版　　説　　明

　波漣痕。漣痕は細粒砂岩層上面に形成され，砂質頁岩がこれを覆う。波長7～8cm，振

巾7～8mmである。日置層群人丸累層。油谷町立石，立石観音南側道路。

　粗粒砂岩中の生痕（砂管）。ほぼ地層面上で見られる状態。生痕の径，約L5cmであ

る。日置層群境川累層黄波戸礫岩砂岩層。日置村黄波戸北海岸，

　凝灰質砂岩中の生痕（砂管），ほぼ地層面に垂直な断面で見られる状態。生痕の径，約

2．5cm。長さは70cmにおよぷものがある。　Fig・2－3の岩相は芦屋層群のそれによく似

る。日置層群峠山累層。豊北町島戸。

　含紫蘇輝石ピジオン輝石普通輝石緻撹石安山岩の火山礫凝灰岩～凝灰角礫岩に見られ

るtabular　cross－lamination。油谷町津黄潮吹。



（］eol．　Rψ．，」Hiroshima　Univ．，　AVo．13（OKAMoTo　and　IMAMuRA） PL．　VI


